


　平成22年度の一般会計、特別会計および企業会計の当初予算が笛吹市議会３月定例会で可決されま
した。今年度は、第一次笛吹市総合計画の３年目に入り、「みんなで奏でる“にぎわい・やすらぎ・
きらめき”のハーモニー」の実現に向け、「市民第一主義」の行政経営方針の下、市民目線でのまち
づくりの実践に取り組みます。

�
�総

務
部

○
徴
収
事
業

○
指
定
選
挙
事
業

○
住
民
税
管
理
事
務

○
契
約
事
務

�
�経

営
政
策
部

○
市
営
バ
ス
運
行
事
業

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
管
理
事
業

○
財
務
管
理
事
業

○
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
事
業

�
�市

民
環
境
部

○
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

○
ご
み
減
量
化
推
進
事
業

○
住
基
カ
ー
ド
普
及
促
進
事
業

○
国
民
健
康
保
険
適
正
運
営
事
業

○
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
事
業

�
�保

健
福
祉
部

○
育
児
支
援
事
業

○
地
域
生
活
支
援
事
業

○
生
活
保
護
受
給
者
等
就
労
促
進
事
業

○
介
護
給
付
適
正
化
事
業

○
認
知
症
高
齢
者
対
策
事
業

○
通
所
型
介
護
予
防
事
業

○
子
育
て
支
援
の
充
実

○
保
育
所
事
業

�
�産

業
観
光
部

○
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

○
市
長
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

○
農
業
基
盤
整
備
事
業

�
�建

設
部

○
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
策
定
事
業

○
道
整
備
交
付
金
事
業

○
リ
ニ
ア
対
策
事
業

○
石
和
温
泉
駅
周
辺
整
備
事
業

○
景
観
計
画
策
定
事
業

○
峡
東
都
市
計
画
事
業
石
和
駅
前
土

地
区
画
整
理
事
業

�
�公

営
企
業
部

○
上
下
水
道
使
用
料
金
の
収
納
率
向

上
対
策

○
第
一
次
拡
張
事
業

○
公
共
下
水
道
事
業

�
�教

育
委
員
会

○
教
育
委
員
会
関
連
施
設
整
備
事
業

○
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
事
業

○
学
校
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
具
現
化
事
業

○
市
民
講
座（
ス
コ
レ
ー
大
学
）事
業

○
史
跡
甲
斐
国
分
寺
跡
発
掘
調
査

○
健
康
・
体
力
づ
く
り
教
室
事
業

○
図
書
館
資
料
の
充
実

�
�消

防
本
部

○
救
急
業
務
の
高
度
化

○
救
命
救
護
の
普
及
・
促
進
事
業

○
予
防
事
業
の
推
進

�

民
生
費�

�福
祉
、年
金
、医
療
、保
育
な
ど
　
公
債
費�

�市
の
借
金（
市
債
）の
返
済

�

総
務
費�

�庁
舎
管
理
、戸
籍
事
務
、選
挙
費
用
な
ど
　
衛
生
費�

�健
診
、予
防
接
種
、ゴ
ミ
処
理
な
ど

�

物
件
費�

�水
道
光
熱
費
、修
繕
費
、使
用
料
な
ど

�

扶
助
費�

�生
活
保
護
費
、幼
児
や
高
齢
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
　
補
助
費�

�各
地
区
へ
の
補
助
な
ど

�その他

21億3,886万円
7.4％

�その他

8億10万円
2.8％

�市　税

85億9,205万円
29.8％

�市　債

49億7,480万円
17.3％

�繰入金

4億4,942万円
1.5％

�地方譲与税

2億9,000万円
1.0％

�県支出金

20億3,293万円
7.1％

�国庫支出金

23億8,295万円
8.3％

�その他

6億4,024万円
2.2％ �人件費

46億4,094万円
16.1％

�物件費

51億1,621万円
17.8％

�扶助費

41億2,947万円
14.3％

�補助費

21億5,085万円
7.5％

�普通建設事業費
（単独事業）

39億5,585万円
13.7％

�普通建設事業費
（補助事業）

2億8,965万円��1.0％

�公債費

37億1,477万円
12.9％

�繰出金

41億6,202万円
14.5％

�消防費

15億1,198万円
5.3％

�衛生費

23億6,282万円
8.2％

�農林水産業費

14億7,548万円
5.1％

�地方交付税

79億3,900万円
27.6％

�民生費

82億7,723万円
28.7％

�土木費

40億4,161万円
14.0％

�公債費

37億1,477万円
12.9％

�総務費

34億4,854万円
12.0％

�教育費

31億6,747万円
11.0％

特
別
会
計

企
業
会
計

国民健康保険 8,052,917 298,803 3.9%

老人保健 2,590 △18,132 △87.5%

介護保険 4,475,900 41,526 0.9%

介護サービス 15,760 901 6.1%

後期高齢者医療 1,183,956 25,139 2.2%

公共下水道 2,906,196 △1,207,248 △29.4%

農業集落排水 61,500 △15,421 △20.1%

簡易水道 734,058 △35,670 △4.6%

財産区特別会計 45,700 △5,190 △10.2%

水道事業
（収益勘定）

1,095,779 △35,284 △3.1%

水道事業
（資本勘定）

1,429,099 △496,374 △25.8%

計 20,085,661 △1,435,150 △6.7%

春日居地区温泉給
湯事業(収益勘定)

64,906 △5,500 △7.8%

春日居地区温泉給
湯事業(資本勘定)

17,300 17,300 皆増

（単位：千円）

会計名
本年度
予算額

前年度比較
増減額

増減率
（％）

消費的経費�55.7%

160億3,747万円

投資的経費��14.7%

42億4,550万円

その他��29.6%

85億1,703万円

消費的
経費�

投資的
経費

その他

　
一
般
会
計
の
当
初
予
算
は
、
２
８
８

億
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
る
と
４
・
５

パ
ー
セ
ン
ト
、
12
億
５
０
０
０
万
円

の
増
加
と
な
り
ま
す
。

　
歳
入
で
は
地
方
交
付
税
が
５
億
８

５
０
０
万
円
、
国
県
支
出
金
が
７
億

２
２
０
０
万
円
増
額
と
な
っ
て
い
る

一
方
、
平
成
21
年
度
ま
で
市
税
に
含

ま
れ
て
い
た
都
市
計
画
税
分
が
、
約

２
億
５
６
０
０
万
円
の
減
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。
（
都
市
計
画
税
の
今
後
の

あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
本
紙
９
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　
歳
出
で
は
教
育
費
が
一
宮
学
校
給

食
共
同
調
理
場
建
設
事
業
な
ど
に
よ
り
、

８
億
５
３
０
０
万
円
の
増
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
消
防
費
が
防
災
行

政
無
線
デ
ジ
タ
ル
統
合
事
業
な
ど
に

よ
り
、
３
億
８
７
０
０
万
円
の
増
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。



　
芦
川
地
域
の
活
性
化
と
地
場
産
業
振
興

の
た
め
に
計
画
が
進
め
ら
れ
て
き
た
「
芦

川
農
産
物
直
売
所
」
が
、
4
月
3
日
に
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
1
5
0
0
人
も
の
人
が
直
売

所
を
訪
れ
、
新
鮮
な
野
菜
も
好
評
で
し
た
。

よ
も
ぎ
ま
ん
じ
ゅ
う
や
コ
ロ
ッ
ケ
、
お
こ

わ
、
巻
き
寿
司
な
ど
用
意
さ
れ
た
加
工
品

は
す
べ
て
売
り
切
れ
ま
し
た
。

　
3
月
27
日
・
28
日
に
開
催
さ
れ
た
プ
レ

オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
も
、
地
元
の
農
産

物
を
利
用
し
た
加
工
品
や
野
菜
な
ど
を
販

売
。
来
場
者
に
お
こ
わ
の
サ
ー
ビ
ス
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
5
月
に
は
、
芦
川
町
で
す
ず
ら
ん
の
里

祭
り
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
、
直
売
所
の

さ
ら
な
る
に
ぎ
わ
い
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
同
祭
り
に
つ
い
て
は
本
紙
36
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）

〈
芦
川
農
産
物
直
売
所
　
芦
川
町
上
芦
川

6
7
9
―
1
　
☎
0
5
5（
2
9
8
）2
8
2
0
〉

オープンした芦川農産物直売所

芦川おごっそう家�第一号のお客さま

買い物客でにぎわう直売所内

　
3
月
27
日
、
山
梨
県
が
計
画
を
進
め
て

き
た
芦
川
町
と
富
士
河
口
湖
町
大
石
を
結

ぶ
「
若
彦
ト
ン
ネ
ル
」
が
開
通
し
ま
し
た
。

　
開
通
式
で
は
、
笛
吹
市
・
富
士
河
口
湖

町
の
関
係
者
を
は
じ
め
多
く
の
方
が
参
列

し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
く
す
玉
割
り
を
行

い
、
若
彦
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
を
祝
い
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
関
係
者
は
、
車
で
ト
ン
ネ
ル

の
富
士
河
口
湖
町
側
か
ら
芦
川
町
側
へ
通

り
初
め
を
行
い
、
記
念
式
典
が
開
か
れ
る

芦
川
小
学
校
体
育
館
に
移
動
し
ま
し
た
。

　
記
念
式
典
で
は
、
芦
川
小
学
校
児
童
に

よ
る
竹
太
鼓
や
山
梨
園
芸
高
校
の
生
徒
が

す
い
れ
き
太
鼓
を
披
露
す
る
な
ど
し
て
、

開
通
の
喜
び
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

関係者によるテープカット

芦川小学校児童による竹太鼓

　3月14日、芦川小中体育館において、学校関係者や卒業

生など250人以上が出席し、芦川中学校の閉校式が行われ

ました。

　閉校式は、2部構成で行われ、第1部の式典では、生徒会

長の北川廉さんによるお別れのことばや吉野喜久男校長

による校旗返納が行われました。第2部の構成発表では、

芦川中学校生徒による構成劇「山津波～あの日を忘れな

い～」や同学校の歴史を振り返るスライドの上映、全校生徒・

職員による合唱などが行われました。

　同校は昭和22年度に創立。今年3月の卒業生7人を含め、

1520人の卒業生を送り出し、63年の歴史に幕を閉じました。

構成劇「山津波～あの日を忘れない～」

全校生徒・職員による合唱

吉野校長から荻野市長へ校旗返納



　
2
月
16
日
、
日
高
昭
夫
行
政
改
革
推
進
委
員
会
長
か
ら
荻
野
市
長
に
「
行
政
改
革

の
推
進
に
関
す
る
答
申
書
お
よ
び
提
言
書
」
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
引
き
続

き
開
催
さ
れ
た
懇
話
会
で
は
、
各
委
員
か
ら
、
笛
吹
市
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

て
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。日高会長から荻野市長へ答申書が手渡されました

○
日
高
会
長

　
第
2
次
行
財
政
改
革
大
綱
素
案
を
基

に
会
議
を
重
ね
た
と
こ
ろ
、
お
お
む
ね

審
議
内
容
が
反
映
さ
れ
ま
し
た
の
で
答

申
し
ま
す
。

　
委
員
会
で
は
、
特
に
下
水
道
会
計
に

つ
い
て
時
間
を
か
け
て
議
論
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
合
併
前
か
ら
推
進

し
て
き
た
事
業
の
借
金
が
、
今
日
の
行

財
政
運
営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
下
水
道
会
計
の
教
訓
を
生
か
し
て
、

「
大
規
模
事
業
の
採
否
を
決
す
る
際
に

市
民
が
将
来
の
負
担
や
効
果
を
事
前
に

判
断
で
き
る
仕
組
み
を
作
る
」
こ
と
を

提
言
し
ま
す
。
市
長
の
言
う
「
市
民
第

一
主
義
」
の
行
政
を
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。

○
荻
野
市
長

　
熱
心
な
審
議
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
第
2
次
行
財
政
改
革
で
は
、「
ヒ
ト
、

モ
ノ
、
カ
ネ
、
情
報
を
効
果
的
に
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
し
、
簡
素
で
魅
力
的
な
市
政

を
実
現
す
る
」
を
目
標
に
、
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
行
財
政
改
革
は
、

言
う
の
は
簡
単
で
す
が
実
行
す
る
の
は

大
変
で
す
。
委
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
計

画
の
検
証
と
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
鈴
木
財
政
課
長

　
こ
こ
か
ら
懇
話
会
と
な
り
ま
す
。
自

由
に
発
言
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
馬
場
委
員

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
年
に
何
日
か
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
、
互
い
に
交

流
し
、
社
会
に
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き

る
、
そ
ん
な
こ
と
が
で
き
な
い
で
し
ょ

う
か
。

○
荻
野
市
長

　
実
は
、
市
内
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
た
い
と
い
う
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、

こ
う
し
た
活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
市

民
活
動
支
援
課
を
作
っ
た
の
で
す
。
そ

の
結
果
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
10
以
上
に
増

え
ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
委
員
2
人
も
Ｎ

Ｐ
Ｏ
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
神
宮
司
さ

ん
は
託
児
所
、
小
河
内
さ
ん
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
笛
吹
市
の
旬
な
魅

力
を
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。

○
馬
場
委
員

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
り
た
い
人
は
い

る
と
思
い
ま
す
。
行
政
が
糸
口
を
作
る

こ
と
も
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

○
小
河
内
委
員

　
私
の
住
ん
で
い
る
御
坂
町
で
は
、
Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｖ
で
市
の
情
報
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
同
じ
情
報
が
市
内
全
域
に

届
い
て
い
な
い
の
で
す
。
こ
こ
に
一
番

問
題
が
あ
っ
て
、
情
報
を
共
有
で
き
る

か
で
き
な
い
か
が
、
観
光
面
も
含
め
て

ま
ち
の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

○
小
宮
山
委
員

　
情
報
は
大
事
で
す
ね
。
大
型
施
設
の

計
画
も
そ
う
で
す
が
、
や
る
か
ら
に
は

財
政
状
況
を
含
め
た
将
来
展
望
を
、
市

民
に
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
余
談
で
す
け
ど
、
市
の
歌
を
作
っ
て

も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
市
の
一
体
感
を

醸
成
す
る
た
め
に
…
。

○
相
澤
委
員

　
市
民
も
苦
し
い
で
す
が
、
市
の
財
政

も
厳
し
い
で
す
ね
。
で
も
、
だ
か
ら
こ

そ
市
民
が
き
ず
な
を
深
め
る
チ
ャ
ン
ス

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
私
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
し
て

い
ま
す
が
、
市
民
総
ガ
イ
ド
と
か
、
お

金
を
か
け
な
く
て
も
市
が
豊
か
に
な
る

方
法
は
あ
り
ま
す
。
削
減
だ
け
で
な
く
、

市
民
が
夢
を
持
ち
、
ま
ち
が
元
気
に
な

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　第2次改革では、5つの改革に集中的に取り組み、今年度から4年間累計で26億円の財政効果を目

指します。

①税収納率の向上

厳正な滞納処分や滞納者の氏名公表等に取

り組み、市税収納率を96.5パーセントに向

上し、税収を確保します。

③職員定数の見直し

組織の見直し、職員の公務能力向上等に取

り組み、4年間で職員数を38人削減します。

⑤普通建設事業の見直し

普通建設事業の通常事業（合併債対象外事業）

を、平成23年度以降削減します。

②都市計画税区域の見直し

平成24年度に都市計画税の課税区域を拡

大し、税収を増やします。（平成22・23年

度は、都市計画税の課税を一時休止します）

④特別会計の経営健全化

事業量の縮減や保険料等の見直しにより、

一般会計から特別会計への基準外繰出金を

削減します。

①市税収納率の向上

②都市計画税課税区域の見直し

③職員定数の適正化

④特別会計の経営健全化

⑤普通建設事業の見直し

市税収納率（％）

都市計画税（億円）

職　員　数（人）

繰　出　金（億円）

通常事業費（億円）

目標値

H22

95.5

▲2.7

▲5

▲0.2

H23

96.0

▲2.7

▲14

▲0.2

▲3.5

H24

96.3

2.9

▲26

▲1.2

▲3.5

H25

96.5

2.9

▲38

▲2.1

▲3.5

○
神
宮
司
委
員

　
私
は
、
ま
ち
お
こ
し
の
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
が
、
笛
吹
市
に
は
明
確
な
カ

ラ
ー
が
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
果
物

が
日
本
一
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
を
市
全

体
で
共
有
し
て
、
ま
ち
を
好
き
に
な
っ

て
、
Ｐ
Ｒ
し
て
、
そ
う
で
な
い
と
観
光

客
は
や
っ
て
来
ま
せ
ん
。

　
も
っ
と
大
勢
の
人
に
財
政
の
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
い
、
ど
う
い
う
方
向
で
頑

張
れ
ば
良
い
か
考
え
、
協
力
し
合
う
、

そ
ん
な
ま
ち
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

○
小
川
委
員

　
春
日
居
の
市
民
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
参

加
し
、
市
の
こ
と
に
つ
い
て
ひ
ざ
を
交

え
て
話
す
機
会
が
あ
り
、
目
が
覚
め
た

感
じ
が
し
ま
す
。
私
た
ち
主
婦
は
、
出

か
け
る
こ
と
が
少
な
い
の
で
、
知
ら
な

い
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。
議
員
さ
ん
や

区
長
さ
ん
に
報
告
会
を
開
い
て
ほ
し
い

な
と
思
い
ま
し
た
。

○
日
高
会
長

　
小
宮
山
さ
ん
が
言
う
「
市
の
歌
」
は

良
さ
そ
う
で
す
ね
。
　
村
深
月
さ
ん
（
笛

吹
市
出
身
の
作
家
）
に
詩
を
書
い
て
も

ら
っ
て
、
レ
ミ
オ
ロ
メ
ン
（
笛
吹
市
出

身
の
音
楽
グ
ル
ー
プ
）
が
歌
う
、
神
宮

司
さ
ん
の
よ
う
な
若
い
人
た
ち
の
ま
ち

お
こ
し
に
つ
な
が
っ
た
ら
楽
し
い
で
し

ょ
う
ね
。

　
結
局
、
行
財
政
改
革
は
手
段
に
す
ぎ

な
い
の
で
す
。
何
の
た
め
に
節
約
す
る

の
か
と
い
う
と
、
笛
吹
市
ら
し
い
ま
ち

を
作
っ
て
い
く
た
め
で
、
そ
の
た
め
に

知
恵
を
出
し
合
っ
て
進
め
て
い
か
れ
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

※
行
財
政
改
革
大
綱
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
庁
・

各
支
所
、
各
図
書
館
に
も
置
い
て
あ
り

ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
財
政
課
　
行
政
改
革
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

活発な意見が交わされた行政改革推進委員と荻野市長の懇話会



　
こ
れ
ま
で
顔
写
真
付
住
基
カ
ー
ド
を
作

る
際
は
、
皆
さ
ん
に
規
定
の
大
き
さ
の
顔

写
真
を
用
意
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

　
4
月
か
ら
は
、
希
望
す
る
方
に
つ
い
て
、

申
請
時
に
本
庁
の
戸
籍
住
民
課
で
顔
写
真

を
無
料
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
（
従
来
ど
お
り
、
顔
写
真

を
持
参
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
）

　
撮
影
ご
希
望
の
方
は
、
申
請
時
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

※
支
所
で
の
撮
影
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
先

　
戸
籍
住
民
課
　
住
民
記
録
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

写真付住民基本台帳カード

　
日
本
中
央
競
馬
会
か
ら
の
交
付
金
を
財

源
と
し
た
平
成
21
年
度
環
境
整
備
事
業
に

よ
り
、
市
道
石
和
5
3
0
号
線
道
路
（
笛

吹
高
校
西
側
）
と
市
消
防
団
石
和
分
団
第

6
部
詰
所
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
場
外
馬
券
所
（
ウ
イ
ン

ズ
石
和
）
か
ら
2
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区
域

内
で
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
3
月
19
日
、
第
3
回
笛
吹
市
観
光
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会
に
お
い
て
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
を
ふ
ま
え
た
笛

吹
市
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
が
策
定
さ
れ
、

荻
野
市
長
へ
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
こ
れ
か
ら
の
笛
吹
市
の

観
光
振
興
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本
構
想

で
す
。

　
笛
吹
市
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
と
皆
さ
ん

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
観
光
商
工
課
で
も
閲

覧
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
観
光
商
工
課
　
観
光
企
画
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
市
で
は
、
「
す
く
す
く
　
い
き
い
き
　

子
育
て
の
ま
ち
　
笛
吹
」
を
基
本
理
念
と

し
、
平
成
22
年
度
か
ら
5
年
間
の
地
域
に

お
け
る
子
育
て
支
援
の
行
動
指
針
と
し
て
、

後
期
行
動
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
計
画
に
沿
っ
て
、
今
後
は
家
庭
、
学
校
、

地
域
、
企
業
な
ど
の
関
係
機
関
と
協
働
し

な
が
ら
、
さ
ら
な
る
子
育
て
支
援
対
策
に

取
り
組
み
、
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
の
未
来

に
希
望
を
持
っ
て
成
長
で
き
る
よ
う
、
子

育
て
環
境
の
整
備
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
主
な
取
り
組
み
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

■
計
画
の
内
容

　
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援

▽
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実

▽
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実

▽
延
長
保
育
事
業
の
充
実

▽
休
日
保
育
事
業
の
実
施

▽
幼
稚
園
教
育
の
充
実

▽
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
育
成
・
支
援

▽
児
童
・
青
少
年
の
居
場
所
づ
く
り
の
推

進
▽
保
育
所
園
庭
開
放
の
実
施

母
親
や
乳
幼
児
等
の
健
康
の
確

保
・
増
進

▽
各
種
乳
幼
児
検
診
の
実
施

▽
乳
幼
児
家
庭
全
戸
訪
問
の
実
施

▽
保
育
所
で
の
食
育
の
推
進

▽
小
・
中
学
校
に
お
い
て
性
教
育
、
喫
煙
・

飲
酒
・
薬
物
乱
用
防
止
教
育
の
実
施

▽
乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
充
実

子
ど
も
の
心
身
の
健
や
か
な
成

長
に
資
す
る
教
育
環
境
の
整
備

　▽
中
・
高
生
の
思
春
期
ふ
れ
あ
い
体
験
事

業
の
実
施

▽
障
が
い
児
教
育
及
び
特
別
支
援
教
育
の

充
実
・
支
援

▽
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
を
行
う
体

制
の
充
実

▽
授
業
、
行
事
、
部
活
動
に
地
域
の
優
れ

た
人
材
活
用
の
推
進

▽
有
害
環
境
対
策
の
実
施
（
有
害
図
書
自

販
機
の
設
置
阻
止
な
ど
）

子
育
て
を
支
援
す
る
生
活
環
境

の
整
備

　▽
安
全
で
快
適
な
公
園
の
整
備
や
施
設
の

充
実

▽
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
整
備
や
危
険
箇
所
へ

の
交
通
安
全
看
板
・
防
犯
灯
の
設
置

▽
公
共
施
設
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推

進

職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の
調

和
の
推
進

▽
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進

▽
広
報
等
に
よ
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の

啓
発
活
動
の
実
施

　
子
ど
も
の
安
全
の
確
保

▽
交
通
安
全
教
育
の
推
進

▽
防
犯
体
制
の
充
実

▽
避
難
訓
練
等
の
実
施

要
保
護
児
童
へ
の
対
応
な
ど
き

め
細
や
か
な
取
り
組
み
の
推
進

▽
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
充
実

▽
ひ
と
り
親
家
庭
の
就
労
相
談
支
援
の
実

施
▽
障
が
い
の
あ
る
児
童
の
日
中
一
時
支
援

の
充
実

■
問
合
せ
先

　
児
童
課
　
児
童
家
庭
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
4

　平成16年に合併した笛吹市では、市町村合併の特例に関する法律により、合併後の5年間、石和町地
域にのみ「都市計画税」が課税されてきました。都市計画税とは、住み良いまちづくりのための都市計
画事業または土地区画整理事業に要する費用に充てられる目的税です。平成21年度で特例が終了になる
ため、市では、平成22年度からの都市計画税のあり方について、新しい方針を決定しました。
■取扱方針
○施行年度・課税対象区域

平成24年度から本市都市計画区域に課税されます。（平成22年度・23年度は、石和町地域も課税されません）
○税率　100分の0.2�
○課税対象資産・納税義務者など

本市都市計画区域内の土地（宅地・雑種地とし、農地・山林・原野等を除く）や家屋の価格を課税標
準額とし、その所有者に課税されます。�

■問合せ先　税務課　資産税担当　☎�055（262）4111

吉田委員長から荻野市長へ報告

整備された市道石和530号線道路（上）
と市消防団石和分団第6部詰所



○
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
第
1
位
　
河
野
　
亮
介
（
御
坂
Ｓ
Ｓ
）

　
第
2
位
　
横
山
　
拓
海
（
八
代
Ｓ
Ｓ
）

　
第
3
位
　
丸
山
　
拓
巳
（
八
代
Ｓ
Ｓ
）

○
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
第
1
位
　
河
野
万
里
子
（
御
坂
Ｓ
Ｓ
）

　
第
2
位
　
田
中
　
杏
奈
（
御
坂
Ｓ
Ｓ
）

　
第
3
位
　
古
屋
み
や
び
（
御
坂
Ｓ
Ｓ
）

○
形
の
部

・
幼
児
男
女
混
合

　
1
位
　
西
崎
　
陽
平
　
　
（
上
野
原
）

　
2
位
　
横
原
　
蒼
太
　
　
（
英
心
館
）

　
3
位
　
飯
島
　
永
稀
　
（
田
中
道
場
）

・
1
年
男
女
混
合

　
1
位
　
渋
谷
　
勇
佑
　
　
（
上
野
原
）

　
2
位
　
岩
間
　
奏
順
　
　
（
上
野
原
）

　
3
位
　
羽
中
田
桂
輔
　
（
田
中
道
場
）

・
2
年
男
女
混
合

　
1
位
　
近
藤
　
祐
輔
　
　
（
誠
心
塾
）

　
2
位
　
出
羽
遼
太
郎
　
　
（
英
心
館
）

　
3
位
　
荒
居
　
凌
正
　
　
（
上
野
原
）

・
3
年
男
子

　
1
位
　
西
崎
　
俊
介
　
　
（
上
野
原
）

　
2
位
　
庄
子
　
隆
一
　
　
　
（
石
和
）

　
3
位
　
手
塚
　
綾
吾
　
　
　
（
大
和
）

・
3
年
女
子

　
1
位
　
長
田
　
実
月
　
　
　
（
石
和
）

　
2
位
　
飯
島
　
桃
子
　
　
（
春
日
居
）

　
3
位
　
関
根
　
光
希
　
　
（
英
心
館
）

・
4
年
男
子
　

　
1
位
　
長
田
　
和
機
　
　
（
志
空
館
）

　
2
位
　
田
辺
　
凌
也
　
　
（
英
心
館
）

　
3
位
　
相
川
　
航
大
　
（
田
中
道
場
）

・
4
年
女
子

　
1
位
　
望
月
　
星
来
　
　
（
南
松
院
）

　
2
位
　
小
林
　
咲
貴
　
　
（
英
心
館
）

　
3
位
　
細
田
　
亜
佑
　
　
（
英
心
館
）

・
5
年
男
子

　
1
位
　
田
村
　
　
仁
　
　
（
英
心
館
）

　
2
位
　
田
中
　
王
琉
　
　
（
上
野
原
）

　
3
位
　
久
保
田
虎
太
郎
　
（
誠
心
塾
）

・
5
年
女
子

　
1
位
　
廣
野
ま
り
な
　
　
　
（
石
和
）

　
3
位
　
中
込
　
樹
乃
　
　
（
英
心
館
）

　
3
位
　
佐
藤
　
世
和
　
　
　
（
大
和
）

・
6
年
男
子

　
1
位
　
高
宮
　
敦
月
　
　
（
志
空
館
）

　
2
位
　
細
田
　
雄
太
　
　
（
英
心
館
）

　
3
位
　
古
屋
　
開
都
　
（
田
中
道
場
）

・
6
年
女
子

　
1
位
　
長
田
　
　
歩
　
　
（
志
空
館
）

　
2
位
　
近
藤
　
樹
理
　
　
（
英
心
館
）

　
3
位
　
久
保
田
梨
楽
　
　
（
誠
心
塾
）

・
中
学
生
男
子

　
1
位
　
深
沢
　
拓
椰
　
　
（
英
心
館
）

　
2
位
　
石
原
　
　
匠
　
　
　
（
石
和
）

　
3
位
　
近
藤
　
大
樹
　
　
（
英
心
館
）

・
中
学
生
女
子

　
1
位
　
木
下
加
奈
子
　
　
　
（
大
和
）

　
2
位
　
遠
藤
　
　
咲
　
　
（
南
松
院
）

　
3
位
　
保
坂
　
結
女
　
　
　
（
石
和
）

・
団
体
形

　
1
位
　
英
心
館
Ｂ

　
2
位
　
英
心
館
Ａ

　
3
位
　
上
野
原
ス
ポ
少

○
組
手
の
部

・
幼
児
男
女
混
合

　
1
位
　
西
崎
　
陽
平
　
（
上
野
原
）

　
2
位
　
田
村
　
徳
久
　
（
英
心
館
）

　
3
位
　
田
中
　
芳
和
　
（
志
空
館
）

・
1
年
男
女
混
合

　
1
位
　
渋
谷
　
勇
佑
　
（
上
野
原
）

　
2
位
　
為
本
　
�

志
　
（
英
心
館
）

　
3
位
　
井
上
　
創
介
　
（
上
野
原
）

・
2
年
男
女
混
合

　
1
位
　
出
羽
遼
太
郎
　
（
英
心
館
）

　
2
位
　
荒
居
　
大
晟
　
（
英
心
館
）

　
3
位
　
荒
居
　
凌
正
　
（
上
野
原
）

・
3
年
男
子

　
1
位
　
西
崎
　
俊
介
　
（
上
野
原
）
　

　
2
位
　
望
月
　
　
文
　
（
南
松
院
）
　

　
3
位
　
木
村
　
修
造
　
　
（
石
和
）

・
3
年
女
子

　
1
位
　
飯
島
　
桃
子
　
（
春
日
居
）

　
2
位
　
長
田
　
実
月
　
　
（
石
和
）

　
3
位
　
市
川
　
麗
奈
　
（
南
松
院
）

・
4
年
男
子

　
1
位
　
野
口
　
壱
太
　
　
（
石
和
）

　
2
位
　
戸
沢
　
郁
也
　
（
英
心
館
）

　
3
位
　
赤
澤
　
隆
哉
　
（
英
心
館
）

・
4
年
女
子

　
1
位
　
小
林
　
咲
貴
　
（
英
心
館
）

　
2
位
　
細
田
　
亜
佑
　
（
英
心
館
）

　
3
位
　
岩
間
　
未
夢
　
（
春
日
居
）

・
5
年
男
子

　
1
位
　
田
村
　
　
仁
　
（
英
心
館
）

　
2
位
　
高
倉
　
颯
人
　
（
英
心
館
）

　
3
位
　
田
中
　
王
琉
　
（
上
野
原
）

・
5
年
女
子

　
1
位
　
廣
野
ま
り
な
　
　
（
石
和
）

　
2
位
　
中
込
　
樹
乃
　
（
英
心
館
）

　
3
位
　
小
野
　
美
音
　
（
南
松
院
）

・
6
年
男
子

　
1
位
　
塩
澤
　
亨
太
　
（
英
心
館
）

　
2
位
　
大
久
保
来
輝
　
（
英
心
館
）

　
3
位
　
仲
西
マ
サ
ツ
グ
（
南
松
院
）

・
6
年
女
子

　
1
位
　
長
田
　
�

歩
　
（
志
空
館
）

　
2
位
　
近
藤
　
樹
理
　
（
英
心
館
）

　
3
位
　
大
森
　
葉
月
�

　
（
石
和
）

・
中
学
生
男
子

　
1
位
　
大
久
保
旭
飛
　
（
英
心
館
）

　
2
位
　
大
内
　
健
夢
　
（
南
松
院
）

　
3
位
　
深
澤
　
拓
椰
　
（
英
心
館
）

・
中
学
生
女
子

　
1
位
　
保
坂
　
結
女
　
�

（
石
和
）

　
2
位
　
池
谷
　
史
帆
　
�

（
石
和
）

　
3
位
　
木
下
加
奈
子
�

　
（
大
和
）

・
団
体
組
手

　
1
位
　
英
心
館
Ａ
　

　
2
位
　
田
中
道
場
Ａ
　

　
3
位
　
石
和
ス
ポ
少
Ａ

○
5
年
生
　

　
優
　
勝
　
石
和

　
準
優
勝
　
ル
ー
デ
ン
ス
　
　

　
第
3
位
　
一
宮

○
6
年
生
　

　
優
　
勝
　
御
坂

　
準
優
勝
　
石
和
　
　
　
　
　

　
第
3
位
　
ル
ー
デ
ン
ス

�　○
5
・
6
年
生

・
女
子
25
ｍ
自
由
形

�
1
位
　
吉
岡
　
真
由�

�（
総
合
2
位
）

・
男
子
25
ｍ
平
泳
ぎ

�
1
位
　
高
野
　
雅
大�

�（
総
合
2
位
）

・
男
子
25
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

�
1
位
　
飯
島
　
克
紀

�
（
総
合
1
位
　
大
会
新
記
録
24
秒
78
）

・
女
子
50
ｍ
自
由
形

�
1
位
　
吉
岡
　
真
由�

�（
総
合
3
位
）

・
男
子
50
ｍ
自
由
形

�
1
位
　
高
野
　
雅
大�

�（
総
合
4
位
）

・
男
子
1
0
0
ｍ
平
泳
ぎ

�
1
位
　
飯
島
　
克
紀�

�（
総
合
1
位
）

○
3
・
4
年
生

・
女
子
25
ｍ
自
由
形

�
1
位
　
飯
島
　
桃
子�

�（
総
合
2
位
）

・
女
子
25
ｍ
背
泳
ぎ

�
1
位
　
飯
島
　
桃
子�

�（
総
合
8
位
）

・
男
子
25
ｍ
自
由
形

�
1
位
　
今
井
　
亮
太�

�（
総
合
1
位
）

・
男
子
25
ｍ
平
泳
ぎ

�
1
位
　
今
井
　
亮
太�

�（
総
合
2
位
）

・
男
子
25
ｍ
板
ビ
ー
ト

　
1
位
　
松
土
　
直
矢
（
総
合
6
位
）

○
1
・
2
年
生

・
女
子
25
ｍ
自
由
形

　
1
位
　
安
西
　
真
輝
（
総
合
6
位
）

・
女
子
25
ｍ
板
ビ
ー
ト

　
1
位
　
安
西
　
真
輝
（
総
合
12
位
）

○
団
体
成
績

　
男
子
　
4
位

　
女
子
　
5
位

○
Ａ
パ
ー
ト

　
優
　
勝
　
境
川

　
準
優
勝
　
春
日
居

　
第
3
位
　
石
和
富
士
見

○
Ｂ
パ
ー
ト

　
優
　
勝
　
石
和
北

　
準
優
勝
　
八
代

　
第
3
位
　
石
和
東

○
Ｃ
パ
ー
ト

　
優
　
勝
　
御
坂
西

　
準
優
勝
　
石
和
南

　
第
3
位
　
一
宮

○
6
年
生
男
子
の
部

　
第
1
位
　
望
月
・
向
山
組
（
加
納
岩
）

第
2
位
　
奈
良
・
金
丸
組
　
（
石
和
）

第
3
位
　
佐
野
・
角
田
組
　
（
石
和
）

第
3
位
　
笹
原
・
萩
原
組
　
（
石
和
）

○
6
年
生
女
子
の
部

第
1
位
　
望
月
・
金
丸
組
（
加
納
岩
）

第
2
位
　
中
村
・
龍
澤
組
　
（
境
川
）

第
3
位
　
小
林
・
山
下
組
（
加
納
岩
）

第
3
位
　
窪
田
・
石
原
組
　
（
石
和
）

○
5
年
生
以
下
男
子
の
部

第
1
位
　
斉
藤
・
鶴
田
組
　
（
石
和
）

第
2
位
　
中
村
・
中
村
組
（
加
納
岩
）

第
3
位
　
大
久
保
・
角
田
組
（
境
川
）

第
3
位
　
石
原
・
斉
藤
組
　
（
石
和
）

　
○
5
年
生
女
子
の
部

第
1
位
　
古
川
・
山
木
組
　
（
境
川
）

第
2
位
　
渡
辺
・
中
村
組
（
加
納
岩
）

第
3
位
　
大
庭
・
藤
本
組
　
（
石
和
）

第
3
位
　
大
久
保
・
渡
辺
組
（
境
川
）

○
4
年
生
以
下
女
子
の
部

第
1
位
　
寺
西
・
三
澤
組
　
（
境
川
）

第
2
位
　
山
木
・
古
川
組
　
（
境
川
）

第
3
位
　
加
室
・
杉
村
組
　
（
石
和
）

第
3
位
　
飯
窪
・
菊
嶋
組
　
（
石
和
）

○
中
学
生
の
部

優
　
勝
　
菊
島
な
つ
き
（
御
坂
）

第
2
位
　
野
崎
さ
や
か
（
御
坂
）

第
3
位
　
細
野
　
有
希
（
御
坂
）

○
小
学
生
の
部

優
�

勝
　
岡
　
　
　
透
（
豊
富
）

第
2
位
　
小
林
　
美
生
（
御
坂
）

第
3
位
　
鈴
木
　
逸
太
（
御
坂
）

○
個
人
総
合

　
1
位
　
堀
内
採
矢
能

　
2
位
　
山
本
　
美
香

　
3
位
　
鈴
木
み
の
り

　
4
位
　
武
井
か
な
子

　
5
位
　
堀
内
　
愛
里

　
6
位
　
内
藤
　
美
樹
　

　
7
位
　
武
井
み
な
子

　
7
位
　
進
藤
　
彩
花

○
種
目
別
ジ
ュ
ニ
ア

　
1
位
　
山
本
　
美
香

　
2
位
　
武
井
か
な
子

　
3
位
　
武
井
み
な
子

　
3
位
　
進
藤
　
彩
花

　
5
位
　
臼
城
　
星
那

　
6
位
　
弘
田
笑
理
菜

　
6
位
　
有
賀
　
萌
花

○
種
目
別
シ
ニ
ア

　
1
位
　
堀
内
採
矢
能

　
2
位
　
鈴
木
み
の
り

　
3
位
　
堀
内
　
愛
里



■
対
象

60
歳
以
上
で
、
介
護
保
険
制
度
で
「
自

立
」
と
判
定
さ
れ
た
方

��13
　

介
護
慰
労
金
支
給
事
業

　
家
庭
で
、
寝
た
き
り
高
齢
者
ま
た
は
認

知
症
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
方
に
、
慰

労
金
を
支
給
し
ま
す
。

■
対
象

65
歳
以
上
寝
た
き
り
高
齢
者
ま
た
は
認

知
症
高
齢
者
を
家
庭
で
介
護
し
て
い
る

方（
入
院
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
利
用
が

あ
る
月
は
対
象
外
で
す
）

��14
　

在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者
等
紙
お

�

　�

む
つ
助
成
事
業

　
在
宅
の
寝
た
き
り
高
齢
者
等
（
低
所
得

世
帯
）
に
、
紙
お
む
つ
購
入
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象

尿
失
禁
等
に
よ
り
常
時
紙
お
む
つ
を
使

用
し
て
い
る
65
歳
以
上
の
高
齢
者
な
ど

で
、
市
民
税
所
得
割
非
課
税
世
帯
の
方

��15
　

認
知
症
高
齢
者
見
守
り
事
業（
G
P
S
）

　
認
知
症
の
た
め
に
徘
徊
の
お
そ
れ
の
あ

る
高
齢
者
に
位
置
検
索
装
置
（
G
P
S
）

を
お
持
ち
い
た
だ
き
、
電
波
を
受
信
す
る

こ
と
で
、
家
族
が
高
齢
者
の
い
る
場
所
を

確
認
で
き
ま
す
。

■
対
象

在
宅
で
生
活
し
て
い
て
、
徘
徊
の
お
そ

れ
の
あ
る
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
認
知

症
高
齢
者
を
、
在
宅
で
介
護
し
て
い
る

同
一
世
帯
の
家
族

��16
　

居
宅
整
備
介
護
支
援
事
業

　
高
齢
者
が
日
常
生
活
を
送
り
や
す
く
、

介
護
予
防
を
図
る
た
め
の
住
宅
改
修
の
費

用
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象

65
歳
以
上
の
高
齢
者
等
で
市
民
税
所
得

割
が
非
課
税
の
世
帯
に
属
し
、
介
護
保

険
制
度
で
「
自
立
」
と
判
定
さ
れ
た
方

や
介
護
保
険
制
度
の
対
象
に
な
ら
な
い

方
��17
　

家
族
介
護
教
室

　
現
在
、
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族

や
近
隣
の
援
助
者
な
ど
を
対
象
に
、
介
護

方
法
等
の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
対
象

高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
や
援

助
者

　��18
　

介
護
予
防
等
事
業

　
転
倒
予
防
な
ど
の
介
護
予
防
等
事
業
に

関
す
る
理
解
を
深
め
、
地
域
の
高
齢
者
に

自
ら
介
護
予
防
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
介
護
予
防
を
行
う
事
業
で
す
。

○
や
っ
て
み
る
じ
ゃ
ん
介
護
予
防
事
業

地
域
の
公
民
館
や
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
行
い
ま
す
。

○
生
き
が
い
づ
く
り
支
援
事
業

　
社
会
見
学
バ
ス
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

○
高
齢
者
介
護
予
防
体
操
普
及
啓
発
事
業

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
テ
レ
ビ
な
ど
を
通

じ
て
介
護
予
防
体
操
を
紹
介
し
ま
す
。

■
対
象

　
65
歳
以
上
の
高
齢
者

　��19
　

通
所
型
介
護
予
防
事
業

　
日
常
生
活
の
機
能
が
低
下
し
て
い
る
と

判
断
さ
れ
た
特
定
高
齢
者
が
、
通
所
に
よ

る
介
護
予
防
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
で
要

支
援
・
要
介
護
状
態
へ
の
移
行
を
防
ぐ
た

め
、
「
運
動
機
能
向
上
事
業
」
・
「
栄
養
改

善
事
業
」
・
「
口
腔
機
能
向
上
事
業
」
を

行
い
ま
す
。

■
対
象

日
常
生
活
の
機
能
が
低
下
し
て
い
る
と

判
断
さ
れ
た
特
定
高
齢
者

���20
　

行
政
区
敬
老
事
業
助
成
事
業

　
市
民
の
敬
老
思
想
を
高
め
、
老
人
福
祉

の
増
進
を
図
る
た
め
、
高
齢
者
の
長
寿
を

祝
い
各
行
政
区
が
実
施
す
る
敬
老
事
業
へ

の
助
成
を
行
い
ま
す
。

���21
　

長
寿
祝
金
支
給
事
業

　
多
年
に
わ
た
り
地
域
社
会
の
発
展
に
尽

く
し
て
き
た
満
1
0
0
歳
の
長
寿
者
を
敬

愛
し
、
そ
の
功
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
祝
金
・

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

■
対
象

市
内
に
10
年
以
上
継
続
し
て
住
所
を
有

す
る
満
1
0
0
歳
の
方

���22
　

敬
老
祝
金
支
給
事
業

　
老
人
の
日
お
よ
び
老
人
週
間
の
行
事
と

し
て
、
高
齢
者
に
敬
老
祝
金
を
支
給
し
て

長
寿
を
祝
福
す
る
と
と
も
に
、
敬
老
思
想

を
高
め
、
老
人
福
祉
の
増
進
を
図
り
ま
す
。

■
対
象

9
月
15
日
に
お
い
て
満
77
歳
・
満
88
歳
・

満
1
0
0
歳
以
上
の
方
で
、
8
月
1
日

現
在
市
内
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳

ま
た
は
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ

て
い
る
方

■
問
合
せ
先

高
齢
福
祉
課

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
2

ま
た
は
各
支
所

1
　

ふ
れ
あ
い
ペ
ン
ダ
ン
ト（
緊
急
通

�
　

報
シ
ス
テ
ム
）
事
業

　
在
宅
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
の
急

病
ま
た
は
事
故
等
の
緊
急
時
に
、
迅
速
な

救
助
が
で
き
る
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
設

置
し
ま
す
。

■
対
象

65
歳
以
上
の
虚
弱
な
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
（
病
弱
、
緊
急
性
の
持
病
が
あ
る
方
）

な
ど

2
　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
見
守
り
事
業

　
高
齢
者
に
乳
酸
菌
飲
料
を
直
接
手
渡
し

て
配
布
す
る
こ
と
で
、
安
否
確
認
を
行
い

ま
す
。

■
対
象

75
歳
以
上
の
虚
弱
な
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
で
、
安
否
確
認
が
必
要
と
判
断
さ
れ

る
方

3
　

配
食
サ
ー
ビ
ス

　
食
の
確
保
が
困
難
な
在
宅
の
高
齢
者
に

配
食
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
、
自
立
生
活
の
支

援
と
安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。

■
対
象

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
高

齢
者
の
み
の
世
帯
等
で
、
配
食
サ
ー
ビ

ス
が
必
要
と
さ
れ
た
方

4
　

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
に

通
所
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
要

介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
予
防
を
図

り
ま
す
。

■
対
象

介
護
保
険
制
度
の
対
象
と
な
ら
な
い
65

歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
で
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方

5
　

生
活
援
助
員
派
遣
事
業

　
ヘ
ル
パ
ー
等
を
派
遣
し
、
要
介
護
状
態

へ
の
予
防
お
よ
び
自
立
生
活
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

■
対
象

介
護
保
険
制
度
の
対
象
と
な
ら
な
い
65

歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
で
生

活
援
助
が
必
要
な
方

6
　

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
家
で
寝
た
き
り
等
で
外
出
で
き
な
い
高

齢
者
に
、
自
宅
に
出
向
い
て
理
美
容
を
行

い
ま
す
。

■
対
象

65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
寝
た
き
り
等

で
外
出
の
困
難
な
方

7
　

寝
具
洗
濯
乾
燥
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
寝
具
を
日
に
干
す
こ
と
が
困
難
な
高
齢

者
に
対
し
、寝
具
の
洗
濯
乾
燥
を
行
い
ま
す
。

■
対
象

65
歳
以
上
で
寝
た
き
り
の
方
、
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
及
び
高
齢
者
の
み
の
世
帯

で
虚
弱
等
の
状
況
の
方

8
　

軽
度
生
活
援
助
事
業

　
家
内
外
の
整
理
整
頓
や
粗
大
ご
み
の
搬

出
な
ど
日
常
生
活
上
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
対
象

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
、
高

齢
者
の
み
の
世
帯
等
の
方
で
生
活
保
護

世
帯
・
市
民
税
所
得
割
非
課
税
世
帯
に

属
す
る
方

9
　

高
齢
者
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
・
電
磁
調
理
器
を
給

付
す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
が
在
宅
で
安
心

安
全
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

■
対
象

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
、
高

齢
者
の
み
の
世
帯
の
方
で
生
活
保
護
世

帯
・
市
民
税
所
得
割
非
課
税
世
帯
の
方

の
う
ち
、
給
付
が
必
要
と
判
断
さ
れ
る

方
��10
　

介
護
予
防
用
寝
台
貸
与
費
助
成
事
業

　
軽
度
な
要
介
護
者
に
、
介
護
予
防
用
寝

台
（
稼
動
機
能
な
し
）
の
貸
し
出
し
費
用

の
一
部
を
助
成
し
て
、
在
宅
生
活
の
支
援

を
行
い
ま
す
。

■
対
象

要
介
護
1
や
要
支
援
1
・
2
の
介
護
認

定
を
受
け
た
方
、
ま
た
は
同
程
度
の
方

で
寝
台
が
必
要
と
認
め
ら
れ
た
方

���11
　

高
齢
者
短
期
入
所
助
成
事
業

　�

（
ミ
ド
ル
ス
テ
イ
）

　
寝
た
き
り
の
高
齢
者
等
を
在
宅
で
介
護

し
て
い
る
方
が
、
病
気
等
で
一
時
的
に
介

護
で
き
な
い
場
合
、
高
齢
者
に
介
護
老
人

福
祉
施
設
等
に
3
カ
月
程
度
入
所
し
て
い

た
だ
き
、
在
宅
で
の
介
護
継
続
を
支
援
し

ま
す
。

■
対
象

介
護
保
険
制
度
で
の
要
介
護
認
定
者
（
要

介
護
3
・
4
・
5
）
、
寝
た
き
り
度
Ｂ

Ｃ
の
65
歳
以
上
の
方
お
よ
び
認
知
症
判

定
者

��12
　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
短
期
宿
泊
事
業

　
基
本
的
生
活
習
慣
が
欠
如
し
て
い
る
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
等
で
一
時
的
に
養
護
す

る
必
要
が
あ
る
場
合
に
、
短
期
間
宿
泊
を

し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
日
常
生
活
に
対

す
る
指
導
・
支
援
を
行
い
、
基
本
的
生
活

習
慣
を
確
立
で
き
る
よ
う
援
助
し
ま
す
。



�
４
月
か
ら
倒
産
・
解
雇
な
ど
で
職
を
失

っ
た
失
業
者
に
対
す
る
国
保
税
の
軽
減

制
度
が
開
始

■
国
保
税
減
額
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必

要
で
す

　
対
象
者
は
？

　
離
職
日
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で

の
期
間
に
お
い
て
、
次
に
該
当
す
る
方

で
す
。

①
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者

　（
倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
な
ど
）

②
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者
（
雇

い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
）

　
と
し
て
求
職
者
給
付
を
受
け
る
方

※
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職
理

由
が
、
「
11
・
12
・
21
・
22
・
31
・

32
」
「
23
・
33
・
34
」
に
該
当
さ
れ

る
方
が
対
象
で
す
。

※
高
年
齢
受
給
資
格
者
や
特
例
受
給
資

格
者
は
対
象
外
で
す
。

　
持
ち
物
は
？

○
保
険
証

○
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

○
印
鑑

　
軽
減
額
の
算
定
は
？

　
国
保
税
は
前
年
の
所
得
な
ど
に
よ
り

算
定
さ
れ
ま
す
。

　
前
年
の
給
与
所
得
を
そ
の
１
０
０
分

の
30
と
み
な
し
国
保
税
を
算
定
す
る
こ

と
で
、
国
保
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
軽
減
期
間
は
？

　
離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
ま
で
の
期

間
で
す
。

※
雇
用
保
険
の
求
職
者
給
付
を
受
け
ら

れ
る
期
間
と
は
異
な
り
ま
す
。

※
届
け
出
が
遅
れ
て
も
、
さ
か
の
ぼ
っ

て
軽
減
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
国
保
加
入
中
は
、
途
中
で
就
職
し
て

も
引
き
続
き
軽
減
の
対
象
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
会
社
の
健
康
保
険
に

加
入
す
る
な
ど
、
国
保
を
脱
退
す
る

と
終
了
し
ま
す
。

　
制
度
が
始
ま
る
前
の
失
業
は
対
象
外
で

す
か
？

　
制
度
が
始
ま
る
前
１
年
以
内
（
平
成

21
年
３
月
31
日
以
降
）
に
離
職
し
た
方

は
、
平
成
22
年
度
に
限
り
国
保
税
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

※
た
だ
し
、
平
成
21
年
度
の
国
保
税
は

対
象
外
で
す
。

　
高
額
療
養
費
の
所
得
区
分
の
判
定
と
そ

の
軽
減
適
用
期
間
は
？

　
国
保
税
と
同
様
に
前
年
の
給
与
所
得

を
そ
の
１
０
０
分
の
30
と
み
な
し
て
、

所
得
区
分
の
判
定
を
行
い
ま
す
。

　
適
用
期
間
は
、
離
職
日
の
翌
日
に
属

す
る
月
か
ら
、
そ
の
月
の
属
す
る
翌
年

度
末
ま
で
で
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
根
底
で
支
え
つ
づ
け
て
い
る
国
民
健
康

保
険
（
以
下
「
国
保
」
）
の
制
度
や
笛
吹
市
の
現
状
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま

す
。「
み
ん
な
の
国
保
を
守
る
た
め
」
に
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　平成22年１月の一人当たり医療給付費

は、17,302円でした。平成21年1月と比

較して545円、平成20年１月と比較して

1,750円も増加しています。一人ひとりの

心がけが医療費節約につながります。皆

さんのご協力をお願いします。

一人当たり医療給付費

17,500

17,000

16,500

16,000

15,500

15,000

14,500

H20.1
15,552

H21.1
16,757

H22.1
17,302

　昭和45年に創業し、主にやきとりの串刺し加

工を行っています。1本1本手作業で製造してい

ますので、お客様の要望に応じた製品作りが可

能です。日々の食卓や地域のお祭り、居酒屋など、

さまざまな場面で気軽に安心して食べられる製

品作りを心がけています。

　地元の商工会活動などを通じ、地域振興に積

極的に取り組んでいきたいと考えています。

　カシオグループの生産拠点として発足以来、

電子辞書・電卓など国内外におけるカシオ製品

の生産を担い、数多くの製品をお客様に提供し

ています。また、他社ブランドの設計から製造

を請け負うとともに、成形金型事業にも積極的

に取り組んでいます。

　「0→1」（無から有を生み出す）

を原点に、チャレンジを続け

ます。また、積極的に環境保全

にも取り組みます。

　甲府境川工場を昭和61年に開設し、豆腐・油

揚げなどを製造しています。東京にある2カ所の

工場では、漬物・豆腐・海産物などのデイリー

食品を作っています。地元の直売所をはじめ、

首都圏のスーパーマーケットを通じてお客様に

製品を提供しています。

　安全・安心・健康をテーマに、

徹底した品質管理の下、お客様

の声を商品開発に反映させる

商品づくりに取り組んでいます。

　建築・建設現場で使うコンクリート製品をあ

らかじめ工場で製造するプレキャストコンクリー

トのメーカーです。都市空間を彩る修景材・建

築材等を中心に目に触れる製品を造っています。

自然石風のコンクリートや高強度コンクリート

など、最先端の技術による製品・多種多様な製

品造りに取り組んでいます。

　想像した形を創造することを可能にし、コン

クリートの可能性をどこまでも追求します。

　笛吹市は「桃・ぶどう日本一と温泉の郷」として農業や観光、温泉などで知られていますが、その

ほかにもさまざまなものが市内で作られていることをご存知ですか。市内の製造業にスポットを当て

てシリーズでご紹介してきましたこのコーナーも、今回が最終回です。

■問合せ先　観光商工課��商工労働担当　☎�055（262）4111



大鎧段飾り

金太郎人形

諏訪法性の兜

　
今
回
は
、
端
午
（
た
ん
ご
）
の
節
句
の
由

来
と
、
武
者
飾
り
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
端
午
の
節
句
は
、
中
国
・
朝
鮮
・
日
本

な
ど
で
５
月
５
日
に
行
わ
れ
る
年
中
行
事

で
す
。
中
国
で
始
め
ら
れ
た
行
事
で
、
５

月
を
牛
の
月
、
５
日
を
牛
の
日
と
定
め
、

５
月
５
日
を
「
端
午
の
節
句
」
と
し
ま
し

た
。
「
端
午
」
に
は
月
の
始
め
の
午
の
日

と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
中
国
で
は
、

そ
の
日
に
よ
も
ぎ
で
作
っ
た
人
形
を
門
に

飾
り
、
菖
蒲
（
し
ょ
う
ぶ
）
酒
を
飲
ん
で
、

毒
気
を
払
い
ま
し
た
。

　
日
本
の
端
午
の
節
句
の
行
事
は
、
奈
良

時
代
に
、
御
所
で
馬
を
走
ら
せ
る
行
事
な

ど
を
行
っ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

　
鎌
倉
時
代
に
は
、
武
士
が
端
午
の
節
句

に
た
こ
揚
げ
・
綱
引
き
・
競
馬
な
ど
を
行

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
「
菖
蒲
」

を
「
尚
武（
し
ょ
う
ぶ
）」（
武
を
た
っ
と
ぶ
）

と
か
け
て
、
尚
武
の
節
目
の
行
事
と
し
て
、

５
月
５
日
に
盛
ん
に
端
午
の
節
句
を
祝
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
武
家
で
男
子
が

生
ま
れ
た
際
、
門
の
前
に
馬
印
（
う
ま
じ

る
し
）
や
の
ぼ
り
旗
を
立
て
て
祝
う
よ
う

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
武
家
以
外
に
も
こ

れ
ら
の
風
習
が
広
が
り
、
端
午
の
節
句
に

鯉
の
ぼ
り
を
揚
げ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

や
が
て
、
鯉
の
ぼ
り
だ
け
で
な
く
紙
の
兜

（
か
ぶ
と
）
や
人
形
を
飾
る
よ
う
に
な
り
、

武
者
人
形
へ
と
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

　
第
２
次
世
界
大
戦
後
、
５
月
５
日
は
、

子
ど
も
の
日
と
し
て
国
民
の
祝
日
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
日
に
は
武
者
飾
り
な
ど
を

飾
り
、
鯉
の
ぼ
り
を
立
て
、
男
子
の
健
康

を
願
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
武
者
飾
り
に
は
色
々
な
種
類
が
あ
り
ま

す
が
、
主
な
も
の
を
次
に
紹
介
し
ま
す
。

　「
諏
訪
法
性（
す
わ
ほ
っ
し
ょ
う
）の
兜
」

は
、
川
中
島
合
戦
の
錦
絵
な
ど
で
武
田
信

玄
が
着
用
し
て
い
る
姿
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
「
諏
訪
法
性
」
と
は
、
諏
訪
明

神
の
こ
と
で
す
。
ふ
る
さ
と
の
英
雄
「
武

田
信
玄
」
の
よ
う
に
力
強
く
育
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
武
田
信
玄
の

兜
を
飾
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
「
金
太
郎
人
形
」
は
、
強
く
元
気
な
子

ど
も
の
代
表
と
し

て
、
江
戸
時
代
か

ら
端
午
の
節
句
に

飾
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。「
金

太
郎
」
は
平
安
時

代
の
武
士
・
坂
田

金
時
（
さ
か
た
の

き
ん
と
き
）
の
幼

名
で
、
昔
話
・
童

話
に
登
場
し
ま
す
。

　
笛
吹
市
で
所
蔵

し
て
い
る
金
太
郎

人
形
に
は
、
「
熊

と
う
さ
ぎ

が

相

撲
を
取
り
、
金
太
郎
が
行
司（
ぎ
ょ
う
じ
）」
・

「
馬
に
乗
り
、マ
サ
カ
リ
を
持
つ
金
太
郎
」
・

「
鯉
を
釣
り
上
げ
て
い
る
金
太
郎
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
「
大
鎧
（
お
お
よ
ろ
い
）
段
飾
り
」
は
、

大
鎧
・
太
刀
（
た
ち
）
・
鯉
の
ぼ
り
・
吹
き

流
し
・
陣
太
鼓
・
陣
笠
（
じ
ん
が
さ
）
・
菖

蒲
の
花
な
ど
を
３
段
の
棚
に
飾
り
ま
す
。

　
大
鎧
は
武
器
で
は
な
く
、
子
ど
も
を
病

気
等
か
ら
守
る
防
具
と
し
て
飾
ら
れ
ま
す
。

　
今
回
紹
介
し
た
武
者
飾
り
は
、
八
田
家

書
院
で
５
月
９
日
（
日
）
ま
で
展
示
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
八
田
家
書
院
を
訪
れ
、

伝
統
あ
る
端
午
の
節
句
を
体
感
し
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。

■問合せ先
　市民活動支援課　市民活動支援担当　
　☎055（262）4111 笛ちゃん 吹ちゃん

　家庭部会では、男性が台所に入り料理するきっかけになればと、

男性料理教室「これであなたも☆☆☆GET!」を開催し、20代から

80代まで16人の参加者と一緒に、手軽に作れる郷土料理「ほうとう」

に挑戦しました。

　1時間という短い時間でしたが、おいしいほうとうが出来上がり、

参加者にも満足していただけました。また、各家庭にある食材で

あっという間にできる簡単な料理2・3品を紹介したところ、大好

評でした。

　反省としては、手順などを丁寧に伝える時間が十分取れなかっ

たことです。今回だけに終わらせず、反省を生かしながら、定期

的にこの料理教室を開催したいと思っています。

　職場部会では、「働きやすい職場づくり」に取り組むため、2月
に市内13の事業所を訪問しました。働きやすい職場づくりのため
の取り組みや各種休暇制度の取得状況、公的支援を望むことなど
10項目の聞き取り調査を行い、どの事業所も働きやすい職場づく
りに懸命に努力していることが分かりました。また、公的機関で
は、労働基準法に定められた休暇は取りやすいようですが、ホテ
ルなどの観光業では、サービス第一になり、分かっていても実際
の休暇取得は難しい現状です。公的支援に望むこととしては、縦
割り行政の改善や学童保育の充実などが挙げられました。
　今回のフォーラムでは、笛吹中央病院の院内保育など先進的な
事例も紹介しながら、境川保育園・小山荘・石和サティ・笛吹市
役所について調査したことを報告しました。その後、意見交換を
行い、会場からは、実際職場で働いている人たちの生の声が聞き
たいなどの意見をいただきました。

　地域部会では、「夫婦は名前で呼び合おう」、「男性も自立しよう」、

「女性も積極的に地域で活動しよう」といった身近な話題を題材

にした会話劇を見ていただき、会場との意見交換を行いました。

　多くの方が参加してくださり、日頃思っていることや実践して

いることなどを全員で話し合える和やかなワークショップが開催

できました。会場からは、「30代までの人たちは抵抗なく男女共同

参画を実践しているけれど、それより上の年代の人たちは昔から

の習慣もありなかなか実践できない」という意見がありました。

また、「今日の意見交換を参考にして努力したい」という意見もい

ただき、推進活動の地道な積み重ねの必要性を感じました。

　2月28日、いちのみや桃の里ふれあい文化館で「市民協働・男女共同参画ふぉーらむ2010」が開催
されました。今年度は、市内でさまざまな活動をする団体やNPOなどで実行委員会を組織し、フォー
ラムを企画・開催しました。
　私たち男女共同参画推進委員会も実行委員会の一員として、家庭・職場・地域の3部会がそれぞれ
趣向を凝らしたワークショップを開催し、日頃の活動の発表や男女共同参画についての啓発活動を行
いました。



　　
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
22
年
度
市
民

講
座(

ス
コ
レ
ー
大
学)

開
学
式
に
合
わ
せ
、

特
別
公
演
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
御
坂
町
在
住
の
和
太
鼓
演
奏

者
前
田
タ
ク
ヤ
氏
が
所
属
す
る
グ
ル
ー
プ

「
風
カ
ヲ
ル
時
」
を
招
き
、
和
太
鼓
・
尺
八
・

ピ
ア
ノ
が
融
合
し
た
今
ま
で
に
な
い
純
和

風
の
ジ
ャ
ズ
演
奏
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時

　
5
月
22
日（
土
）

　
式
典
　
午
後
1
時
30
分

　
公
演
　
午
後
2
時

▼
場
所

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　
集
会
室

▼
入
場
料
　
無
料

▼
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
生
涯
学
習
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）
3
3
3
9

森
の
写
生
教
室

　
講
師
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
季
節
の

花
や
果
物
な
ど
を
写
生
し
ま
す
。

▼
日
時
　
5
月
1
日（
土
）〜
5
日（
水
）

　
午
後
1
時
〜
5
時
（
受
付
当
日
随
時
）

▼
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
参
加
費
　
1
0
0
円

サ
イ
ク
ル
カ
ー
ト
で
交
通
ル
ー
ル

と
マ
ナ
ー
を
学
ぶ

　
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
学
び
な
が
ら

楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
　
5
月
5
日（
水
）

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

　（
受
付
当
日
随
時
）
※
小
雨
決
行

▼
場
所
　
金
川
の
森
「
乗
物
広
場
」

▼
参
加
費
　
無
料

新
緑
ま
つ
り

　
地
元
特
産
品
の
販
売
や
似
顔
絵
体
験
、

演
奏
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
5
月
9
日（
日
）

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

※
雨
天
中
止

▼
場
所
　
金
川
の
森
「
ど
ん
ぐ
り
の
森
」

金
川
の
森
ウ
ォ
ー
ク

　
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
の
指
導
の
下
、

森
林
浴
を
楽
し
み
な
が
ら
、
心
も
身
体
も

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
　
6
月
12
日（
土
）

　
受
付
　
午
前
9
時

　
開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
12
時

※
雨
天
の
場
合
は
翌
日
に
延
期

▼
集
合
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
定
員
　
15
人（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
受
付
　
5
月
12
日（
水
）か
ら

こ
け
玉
づ
く
り

　
季
節
の
植
物
を
使
っ
て
、
こ
け
玉
づ
く

り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
　
6
月
19
日（
土
）

　
受
付
　
午
前
9
時

　
開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
12
時

▼
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
1
0
0
0
円

▼
申
込
受
付
　
5
月
19
日（
水
）か
ら

竹
と
ん
ぼ
を
つ
く
ろ
う

　
竹
と
ん
ぼ
を
作
り
「
飛
ば
し
っ
こ
大
会
」

で
飛
距
離
を
競
い
ま
す
。

▼
日
時
　
6
月
26
日（
土
）

　
受
付
　
午
前
9
時

　
開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
12
時

▼
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
定
員
　
20
人（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
3
0
0
円

▼
申
込
受
付
　
5
月
26
日（
水
）か
ら

▼
申
込
・
問
合
せ
先

　
森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

　
☎
0
5
5
3（
4
7
）2
8
0
5

酒
折
連
歌
講
座
２
０
１
０

　
酒
折
連
歌
の
歴
史
を
学
び
、
実
際
に
片

歌
を
つ
く
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
「
酒
折
宮
寿
詞
（
さ
か
お
り
み
や
ほ
ぎ

こ
と
）
」
（
国
学
者
本
居
宣
長
）
の
解

説
と
付
合
の
機
微
に
つ
い
て

▼
日
時
　
5
月
27
日（
木
）

○
集
合

　
午
後
0
時
30
分

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
南
側
駐
車
場

○
開
催

　
午
後
1
時
〜
午
後
3
時
30
分

※
雨
天
決
行

▼
場
所
　
酒
折
宮
寿
詞

▼
講
師

川
手
千
興
氏
（
酒
折
連
歌
賞
実
行
委
員

会
委
員
長
）

②
実
作
指
導
・
言
葉
の
広
が
り

▼
日
時
　
6
月
10
日（
木
）

○
集
合

　
午
後
1
時

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
南
側
駐
車
場

○
開
催

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

▼
場
所

山
梨
学
院
五
十
周
年
記
念
館
（
ク
リ
ス

タ
ル
タ
ワ
ー
）
6
階
講
義
室

▼
講
師

廣
瀬
直
人
氏
（
俳
人
・
俳
誌
「
白
露
」

主
宰
）

③
実
作
指
導
・
問
答
の
魅
力

▼
日
時
　
6
月
24
日（
木
）

○
集
合

　
午
後
1
時

�
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
南
側
駐
車
場

○
開
催

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

▼
場
所

山
梨
学
院
五
十
周
年
記
念
館
（
ク
リ
ス

タ
ル
タ
ワ
ー
）
6
階
講
義
室

▼
講
師

三
枝
　
之
氏
（
歌
人
・
歌
誌
「
り
と
む
」

発
行
人
）

�
�①�

②�

③�

共
通
事
項

▼
対
象

　
3
講
座
す
べ
て
受
講
で
き
る
方

▼
定
員
　
20
人

▼
受
講
料
　
無
料

▼
持
ち
物
　
筆
記
用
具

▼
申
込
方
法

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　
5
月
14
日（
金
）

親
子
で
楽
し
く
表
現
活
動

〜
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
＆
子
育

て
Ｑ
・
Ａ
〜

　
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
い
表
現
活
動

で
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
図
り
な
が
ら
、
親
子

の
健
全
な
心
と
体
を
育
て
ま
す
。

　
ま
た
、
育
児
・
食
事
・
子
ど
も
の
心
や

体
に
つ
い
て
、
山
梨
学
院
在
籍
の
専
門
家

の
先
生
が
お
話
し
し
、
保
護
者
の
心
配
事

の
相
談
に
丁
寧
に
対
応
し
ま
す
。

▼
対
象
・
定
員

就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者
20

組
▼
日
時
（
全
7
回
）

6
月
15
日（
火
）
、
7
月
13
日（
火
）

8
月
10
日（
火
）
、
10
月
５
日（
火
）

11
月
9
日（
火
）、
12
月
14
日（
火
）

１
月
18
日（
火
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所

　
清
流
公
園
清
流
館
　
剣
道
場
　
他

▼
講
師

○
川
上
琴
美
先
生
（
山
梨
学
院
短
期
大
学

保
育
科
教
授
）

○
中
込
ま
ゆ
み
先
生
（
山
梨
学
院
短
期
大

学
食
育
推
進
室
課
員
）

○
藤
原
千
恵
美
先
生
（
山
梨
学
院
大
学
付

属
小
学
校
教
諭
）

▼
服
装
・
持
ち
物

運
動
の
で
き
る
服
装
、
お
子
さ
ん
と
保

護
者
の
靴
下
、
水
筒
、
タ
オ
ル

▼
申
込
方
法

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切
　
5
月
21
日（
金
）

▼
申
込
・
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
生
涯
学
習
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）
3
3
3
9

　
ふ
れ
あ
い
の
家
と
地
域
と
の
交
流
を
目

的
に
、
お
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

　
５
月
22
日（
土
）
�

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所

　
ふ
れ
あ
い
の
家
（
旧
石
和
保
健
所
）
�

▼
内
容

○
子
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト
、
模
擬
店
、
ス

テ
ー
ジ
発
表
・
障
が
い
者
作
品
展
、
社

会
福
祉
協
議
会
の
活
動
紹
介
ほ
か

▼
募
集

○
模
擬
店
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

（
テ
ン
ト
半
分
１
０
０
０
円
）

○
ス
テ
ー
ジ
発
表
出
演
者
（
無
料
）

▼
問
合
せ
先

障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
え

ふ
き

☎
0
5
5（
2
6
3
）1
7
7
7

「風カヲル時」の純和風ジャズをお楽しみください



第
７
回
私
た
ち
の
絵
画
展

　
境
川
町
在
住
の
画
家
橋
本
守
男
氏
を

囲
み
、
絵
を
学
ん
で
い
る
「
さ
か
い
が

わ
絵
を
楽
し
む
会
」
の
絵
画
展
を
開
催

し
ま
す
。

▼
日
時

　
5
月
10
日（
月
）〜
16
日（
日
）

　
午
後
1
時
〜
9
時

（
土
曜
日
は
5
時
ま
で
。
ま
た
、
最
終

日
は
午
後
4
時
ま
で
）

▼
場
所

境
川
総
合
会
館
　
2
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
さ

か
い
が
わ

第
２
回�

�桑
原
大
石
油
彩
画
展

　
境
川
町
在
住
の
桑
原
大
石
（
い
わ
お
）

氏
が
、
絵
画
の
世
界
を
探
究
し
た
成
果
を

発
表
し
ま
す
。

▼
日
時

　
5
月
18
日（
火
）〜
31
日（
月
）

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

▼
場
所

境
川
総
合
会
館
　
2
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
さ

か
い
が
わ

▼
問
合
せ
先

　
境
川
総
合
会
館

　
☎
0
5
5（
2
6
6
）2
0
1
4

　
国
土
交
通
省
で
は
、
河
川
を
や
さ
し
く

見
守
っ
て
く
だ
さ
る
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格

山
梨
県
内
ま
た
は
静
岡
県
内
在
住
で
、

富
士
川
や
笛
吹
川
付
近
（
お
お
む
ね
5

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
）
に
住
む
20
歳
以

上
の
方

▼
委
嘱
期
間

平
成
22
年
7
月
1
日
（
木
）
〜
平
成
24
年

6
月
30
日（
土
）

▼
対
象
河
川
　
富
士
川
・
笛
吹
川

▼
謝
礼
　
実
費
程
度

▼
応
募
締
切

　
5
月
17
日（
月
）

▼
応
募
・
問
合
せ
先

　
国
土
交
通
省
甲
府
河
川
国
道
事
務
所
　

　
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
担
当

　
☎
0
5
5（
2
5
2
）8
8
8
8

　
市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
市
長

や
市
幹
部
職
員
と
意
見
交
換
す
る
「
市
民

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
の
参
加
団
体
・
グ
ル
ー

プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
各
種
団
体

や
グ
ル
ー
プ
で
、
参
加
者
は
お
お
む
ね

50
人
以
内

▼
内
容

○
テ
ー
マ

テ
ー
マ
は
各
団
体
・
グ
ル
ー
プ
が
設
定

し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
関
連
す
る
テ
ー

マ
ま
た
は
広
く
ま
ち
づ
く
り
に
関
係
す

る
テ
ー
マ
に
限
り
ま
す
。

○
開
催
日
時

団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
希
望
を
ふ
ま
え
、

開
催
日
を
決
定
し
ま
す
。
開
催
時
間
は
、

午
前
9
時
か
ら
午
後
10
時
ま
で
の
間
の

2
時
間
以
内
で
す
。

○
開
催
場
所
　
市
内
公
共
施
設

▼
申
込
方
法

申
込
書
に
記
入
し
、
開
催
希
望
日
の
1

カ
月
前
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
経
営
企
画
課
広
聴

広
報
担
当
窓
口
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ

い
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先

　
経
営
企
画
課
　
広
聴
広
報
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

　
日
本
の
伝
統
話
芸
と
豊
か
な
表
現
力
、

ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス
を
楽
し
く
学
び
ま

し
ょ
う
。
秋
に
は
公
演
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
「
笑
点
・
若
手
大
喜
利
」
の
主
要
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
林
家
彦
い
ち
師
匠
と
、
「
ざ

ぶ
と
ん
亭
風
流
企
画
」
の
馬
場
憲
一
さ
ん

が
指
導
に
当
た
り
ま
す
。

▼
対
象

市
内
ま
た
は
近
隣
市
町
村
在
住
の
小
・

中
・
高
校
生
（
面
談
会
や
練
習
、
公
演

に
参
加
で
き
る
方
）

▼
日
程

○
面
談
会

　
5
月
16
日（
日
）午
後
1
時
か
ら

○
練
習
日
時
（
予
定
）

5
月
16
日
（
日
）
、
6
月
6
日
（
日
）・
20

日
（
日
）
、
7
月
18
日
（
日
）・
28
日
（
水
）
、

8
月
2
日
（
月
）・
9
日
（
月
）
、
9
月
4

日（
土
）
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
3
時
（
弁

当
持
参
）

※
た
だ
し
、
8
月
9
日
は
午
後
5
時
ま
で
、

9
月
4
日
は
午
後
5
時
か
ら
で
す
。

○
公
演
日
・
場
所

　
9
月
5
日（
日
）午
後
2
時

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

○
基
本
コ
ー
ス

今
年
や
昨
年
か
ら
参
加
、
も
う
一
度
基

礎
か
ら
覚
え
た
い
方
向
け

○
上
達
コ
ー
ス

個
性
に
合
う
演
目
や
新
作
落
語
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
本
格
的
な
コ
ー
ス

▼
募
集
人
数
　
50
人
程
度
（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
顔
写
真
（
横
2
㎝
×
縦

3
㎝
程
度
）
を
貼
り
、
住
所
、
本
人
と

保
護
者
の
氏
名
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、

学
年
、
特
技
（
あ
れ
ば
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
）
を
記
入
し
て
、
投
函
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
申
込
締
切
　
5
月
11
日（
火
）必
着

▼
申
込
・
問
合
せ
先

　
〒
4
0
6
―
0
0
3
5

　
笛
吹
市
石
和
町
広
瀬
6
2
6
―
1

　
ふ
え
ふ
き
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　
☎
0
5
5（
2
6
3
）
7
9
5
9

　
笛
吹
市
テ
ニ
ス
協
会
で
は
、
テ
ニ
ス
教

室
（
硬
式
）
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
の
社
会
人
や
初
級
者

▼
日
時
（
全
6
回
）

5
月
7
日
（
金
）
〜
6
月
11
日
（
金
）
ま
で

の
毎
週
金
曜
日

午
後
7
時
30
分
〜
9
時
30
分

▼
場
所

春
日
居
ス
ポ
ー
ツ
広
場

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▼
定
員
　
30
人

▼
参
加
費

2
0
0
0
円
（
コ
ー
ト
・
照
明
代
、
ボ

ー
ル
代
な
ど
）

▼
持
ち
物

ラ
ケ
ッ
ト
・
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
・
タ
オ

ル
な
ど

▼
申
込
期
間

5
月
1
日
（
土
）
以
降
に
、
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

に
な
り
ま
す
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先

　
早
川
�

☎
0
5
5（
2
6
2
）2
0
5
0

　
吉
岡
�

☎
0
5
5
3（
2
6
）2
7
5
7

　市では、市ホームページにバナー広告を掲
載していただける企業を募集しています。
■掲載期間

掲載開始月から平成23年3月31日（木）まで
の連続した期間

■掲載ページ・掲載料
○行政・暮らし・事業者ページ
　１月あたり　��7,000円
○観光ページ
　１月あたり　10,000円
■提出書類
○有料広告掲載申込書
（市ホームページからダウンロードするか、
経営企画課広聴広報担当窓口でお受け取
りください）

○添付書類
（事業内容が分かる書類、リンク先のペー
ジのコピー、バナーの原案）

■受付期間
　掲載を希望する月の前月10日まで（土・日、祝日除く）

■申込・問合せ先　経営企画課　広聴広報担当　☎055（262）4111

みんなで落語を楽しく学ぼう



◎…本人運転のみ該当

○…本人運転、または生計を一にする方、単身で生活する

障がい者を常時介護する方の運転が該当

注１：視覚障害4級は4級の1のみです。

注２：喉頭摘出による音声機能障害がある場合に限ります。

注３：両上肢に障がいがある場合に限ります。

注４：下肢不自由3級については、両下肢に障がいがある

場合に限り、生計を同じとする方や単身で生活す

る障がい者を常時介護する方の運転が認められます。

※療育手帳・精神障害者保健福祉手帳・戦傷病者手帳を

お持ちの方は、お問い合わせください。�

　　障　害　の　程　度� 1級� 2級�3級� 4級�5級� 6級

視覚障害（注1）� ○� ○� ○� ○�

聴覚障害�� ○� ○�

平衡機能障害��� ○�

音声機能障害（注2）��� ◎�

上肢不自由（注3）� ○� ○�

下肢不自由（注4）� ○� ○� ◎� ◎� ◎� ◎

体幹不自由� ○� ○� ○�� ◎�

心臓機能障害� ○�� ○�

腎臓機能障害� ○�� ○�

呼吸器機能障害� ○�� ○�

ぼうこうまたは直腸の機能障害� ○�� ○�

小腸の機能障害� ○�� ○�

�
○� ○� ○

�

肝臓機能障害� ○� ○� ○�

ヒト免疫不全ウィルスによる
免疫機能障害

注意事項

特定健診(個別医療機関健診)

昭和11年4月1日～昭和46年
3月31日生まれの方

1,500円

国保人間ドックや特定健診(集
団健診)と重複して受診する
ことはできません。

昭和21年4月1日～昭和46年3月31日生まれ
の方

集団健診や特定健診(個別医療機関健診）、子
宮がん検診、乳がん医療機関検診と重複して
受診することはできません。

男性：14,000円～18,000円程度
女性：17,000円～25,000円程度
○指定医療機関、オプション検査内容によっ

て異なります。
○国民健康保険で20,000円を助成します。

国保人間ドック

（笛吹市国民健
　康保険加入者）

対象者

自己負担金

■問合せ先　国民健康保険課　国保保健指導担当　☎055（262）4111

【作り方】
①ボウルにそば粉と水を入れ、泡立て器でだまがなくなり、とろ

みが出るまで手早くよく混ぜ、塩を入れてさらに混ぜる。
　（前の晩に作って、寝かせておく方が良い）
②フライパンにオリーブオイルを熱し、キッチンペーパーで余分

なオイルをふきとる。①をフライパンに流し、クレープを焼く
ようにフライパンをまわし、薄茶色になるまで焼く。

③焼きあがったガレットをキッチンペーパーの上に置いて、粗熱
をとる。

④ガレットを広げ、上半分にレタスを敷き、その上に輪切りにし
たトマト、ハム、チーズをのせる。ガレットを半分に折り、半
分に切って皿に盛る。

■問合せ先��健康づくり課��健康企画担当��☎055（261）1901

材料（4人分）
そば粉……………100ｇ
水…………………250ml
塩…………………少々
オリーブオイル…適量

レタス………………4枚
トマト……………中2個
ハム…………………8枚
スライスチーズ……4枚

牛乳・乳製品1つ

主食0．5つ

副菜1つ

主菜0．5つ

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

▼
日
程
（
6
日
間
）

7
月
5
日（
月
）・
6
日（
火
）・
8
日（
木
）・

9
日（
金
）・
12
日（
月
）・
13
日（
火
）

画
像
編
集

▼
日
程
（
6
日
間
）

7
月
16
日（
金
）・
20
日（
火
）・
22
日（
木
）・

23
日（
金
）・
26
日（
月
）・
27
日（
火
）

▼
時
間

　
と
も
に
午
後
6
時
〜
9
時

▼
場
所

　
と
も
に
産
業
技
術
短
期
大
学
校

▼
定
員
　

　
各
20
人

▼
受
講
料

　
各
2
1
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

▼
申
込
受
付
期
間

○
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

　
5
月
6
日（
木
）〜
6
月
21
日（
月
）

○
画
像
編
集

　
5
月
17
日（
月
）〜
7
月
2
日（
金
）

※
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

に
な
り
ま
す
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

☎
0
5
5
3（
3
2
）
5
2
0
2

　
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
は
、
そ
の
障
が

い
の
程
度
に
よ
り
軽
自
動
車
税
の
減
免
措

置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
4
月
1
日
現
在
の
車
両
所
有
者
に
課
税

さ
れ
ま
す
。

○
対
象
車
両
は
、
申
請
者
が
所
有
す
る
車

両
で
あ
る
こ
と
が
原
則
で
す
。

（
18
歳
未
満
の
方
ま
た
は
療
育
手
帳
・

精
神
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
所

有
者
は
例
外
で
す
）

○
普
通
自
動
車
税
の
減
免
、
障
害
者
タ
ク

シ
ー
券
な
ど
と
合
わ
せ
て
申
請
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
請
に
必
要
な
持
ち
物

①
減
免
申
請
書
（
税
務
課
ま
た
は
各
支
所

に
あ
り
ま
す
）

②
身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
・

療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳

③
印
鑑

④
運
転
免
許
証

⑤
自
動
車
検
査
証
ま
た
は
軽
自
動
車
届
出

済
証

⑥
平
成
22
年
度
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

▼
受
付
場
所

　
税
務
課
ま
た
は
各
支
所

▼
受
付
期
間

　
5
月
6
日（
木
）〜
24
日（
月
）

▼
問
合
せ
先

　
税
務
課
　
市
民
税
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

　
ま
た
は
各
支
所

　笛吹市国民健康保険人間ドック・特定健診（個別医療機関健診）が、6月1日（火）から始ま

ります。「各種検診希望調査」で申し込んだ方には、5月末に受診券を郵送しますので、同封さ

れている一覧表で指定医療機関を確認し、希望する医療機関に予約してください。

　なお、検査項目などの詳細を知りたい方やまだ申し込みがお済みでない方は、ご連絡くだ

さい。



通知発送対象児

Ｂ Ｃ Ｇ

三 種 混 合 1 期 初 回・追 加

（ジフテリア・百日咳・破傷風）

麻 し ん 風 し ん 混 合 1 期

二 種 混 合 2 期

（ ジ フ テ リ ア ・ 破 傷 風 ）

日 本 脳 炎 1 ・ 2 期

予防接種名

平 成 2 2 年 2 月 生 ま れ

平 成 2 1 年 5 月 生 ま れ

平 成 1 1 年 5 月 生 ま れ

現在接種のおすすめを控えています

ポリオ
平成21年7月26日～10月21日生まれ

平成21年1月26日～��4月23日生まれ

1回目

2回目

　
ま
だ
上
手
に
お
し
ゃ
べ
り
で
き
な
い
赤

ち
ゃ
ん
と
、
手
話
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
育
児
法
を
学

び
ま
す
。

▼
対
象
・
定
員

生
後
6
カ
月
〜
1
歳
6
カ
月
の
赤
ち
ゃ

ん
と
保
護
者
　
25
組

▼
日
時

　
5
月
26
日（
水
）

　
受
付
　
10
時
15
分
か
ら

開
催
　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
45
分

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　
2
階

▼
講
師

菊
原
美
和
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
ベ
ビ

ー
サ
イ
ン
協
会
認
定
講
師
）

▼
持
ち
物

お
子
さ
ん
の
身
の
回
り
品
、
親
子
の
飲

み
物

▼
参
加
費
　
無
料

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
に
な
り

ま
す
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
き
っ
ず
い
ち
の

み
や

　
☎
0
5
5
3（
4
7
）1
3
4
5

　
オ
イ
ル
を
使
っ
た
３
回
コ
ー
ス
の
ベ
ビ

ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
親
子
の
き
ず
な
づ
く
り

を
し
ま
せ
ん
か
。
赤
ち
ゃ
ん
の
心
理
学
を

学
ぶ
時
間
や
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
も
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
・
定
員

生
後
2
カ
月
か
ら
ハ
イ
ハ
イ
前
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
　
10
組

※
最
小
遂
行
組
数
　
3
組

▼
日
時
　

5
月
13
日
（
木
）・
20
日
（
木
）・
27
日
（
木
）

午
前
10
時
30
分
〜
12
時

▼
場
所

つ
ど
い
の
広
場
ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

（
石
和
町
市
部
4
4
8
）

▼
講
師

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
協
会

認
定
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

▼
参
加
費

3
回
コ
ー
ス
3
0
0
0
円
（
心
理
学
の

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
付
音
楽
Ｃ
Ｄ
と
オ
イ
ル

1
本
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

▼
持
ち
物

普
段
使
っ
て
い
る
バ
ス
タ
オ
ル
、
フ
ェ

イ
ス
タ
オ
ル
、
お
子
さ
ん
の
身
の
回
り

品
と
飲
み
物

▼
申
込
・
問
合
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人�

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ�

Ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ�

ゆ

う
ゆ
う
ゆ
う

☎
0
5
5（
2
6
1
）
0
2
1
8

　　
対
象
者
に
は
、
後
日
、
予
診
票
・
契
約

医
療
機
関
な
ど
の
詳
し
い
お
知
ら
せ
を
し

ま
す
。

　
接
種
時
期
な
ど
の
内
容
を
よ
く
確
認
し
、

契
約
医
療
機
関
で
予
防
接
種
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
方
、

予
診
票
の
な
い
方
や
合
併
前
の
予
診
票
を

お
持
ち
の
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
5
月
は
ポ
リ
オ
集
団
予
防
接
種
が
あ
り

ま
す
の
で
、
対
象
者
に
は
詳
し
い
お
知

ら
せ
を
し
ま
す
。
前
回
接
種
で
き
な
か

っ
た
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

健
康
づ
く
り
課
　
母
子
保
健
担
当
�

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
1

　
市
で
は
、
4
月
か
ら
来
年
3
月
末
ま
で

の
1
年
間
を
か
け
て
、「
浄
化
槽
世
帯
調
査
」

を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
下
水
道
供
用
開
始
区
域

内
に
お
住
ま
い
で
、
浄
化
槽
を
使
用
し
て

い
る
方
に
つ
い
て
、
実
際
の
利
用
人
数
と

浄
化
槽
（
合
併
・
単
独
）
の
確
認
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
そ
の
際
に
公
共
下
水
道
へ
の
早

期
接
続
の
ご
案
内
や
お
願
い
な
ど
も
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
調
査
員
の
服
装
な
ど

○
笛
吹
市
マ
ー
ク
の
入
っ
た
「
帽
子
」
を

着
用
し
ま
す
。

○「
笛
吹
市
下
水
道
課
」
と
明
記
さ
れ
た「
黄

色
い
腕
章
」
を
着
け
ま
す
。

○
常
に
調
査
員
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

○
常
に
2
人
で
訪
問
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

下
水
道
課
　
管
理
担
当

☎
0
5
5（
2
6
1
）
3
3
4
7

農
地
法
に
つ
い
て

　
平
成
21
年
12
月
15
日
か
ら
「
農
地
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
大
き
な
改
正
点
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

○
一
般
法
人
で
も
農
地
を
借
り
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
た
だ
し
、

一
定
の
要
件
が
必
要
で
あ
り
、
所
有
権

移
転
は
で
き
ま
せ
ん
）

○
相
続
な
ど
で
農
地
を
取
得
し
た
場
合
、

農
業
委
員
会
へ
の
報
告
が
義
務
に
な
り

ま
し
た
。

○
農
地
の
転
用
許
可
基
準
が
次
の
と
お
り

厳
格
に
な
り
、
6
月
1
日
（
火
）
か
ら
適

用
に
な
り
ま
す
。

・
農
振
農
用
地
か
ら
の
除
外
が
厳
し
く
な

り
ま
す
。

・
原
則
と
し
て
転
用
で
き
な
い
集
団
的
農

用
地
の
面
積
を
、
お
お
む
ね
10
ヘ
ク
タ

ー
ル
に
引
き
下
げ
ま
す
。

・
原
則
と
し
て
転
用
で
き
る
農
地
は
、
上

下
水
道
が
隣
接
す
る
道
路
に
完
備
さ
れ
、

お
お
む
ね
5
0
0
メ
ー
ト
ル
以
内
に
教

育
施
設
や
医
療
施
設
ま
た
は
公
共
・
公

益
施
設
が
2
つ
以
上
あ
る
農
地
で
す
。

○
違
反
転
用
の
罰
則
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

（
法
人
で
は
罰
金
最
高
額
1
億
円
）

▼
問
合
せ
先

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る

法
律
に
つ
い
て

　
改
正
農
地
法
の
施
行
に
よ
り
、
農
振
除

外
が
厳
格
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
現
行
の
除
外
要
件
に
加
え
、
農

用
地
区
域
内
の
農
用
地
に
つ
い
て
、
担
い

手
耕
作
者
の
農
地
の
貸
し
借
り
に
支
障
を

き
た
す
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、
同
区
域

か
ら
の
除
外
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

　
農
林
振
興
課
　
農
産
推
進
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

　
市
で
は
、
花
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
応

援
す
る
た
め
、
市
内
の
憩
い
の
場
や
道
路

沿
い
な
ど
に
、
花
を
植
え
た
り
育
て
た
り

し
た
い
地
区
・
住
民
団
体
な
ど
に
、
花
の

苗
や
種
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
こ
の
事
業
を
利
用
し
て
、

多
く
の
団
体
が
花
苗
の
支
給
を
受
け
ま
し

た
。
市
役
所
入
り
口
の
花
だ
ん
や
う
か
い

橋
北
詰
め
東
花
だ
ん
な
ど
の
花
も
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
た
ち
が
植
え
た
も
の
で
す
。

　
近
く
に
公
共
の
空
地
が
あ
り
、
花
が
大

好
き
な
方
は
、
ぜ
ひ
仲
間
と
一
緒
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

　住宅防火対策推進協議会ならびに財団法人日本防火・危機管理促進協議
会が主催する「高齢者等への住宅防火対策モデル事業」のモデル地区とし
て、全国で15消防本部が選定され、市消防本部がその1つとなりました。
　市消防本部では、3月15日・17日に、芦川町地域の高齢者住宅など40世
帯の寝室に、「無線連動型住宅用火災警報器」の親機と子機20組を設置し
ました。
　高齢者住宅などで火災が発生すると、高齢者宅に取り付けられた住宅用

火災警報器（親機）の無線が作動し、高齢者の避難を手伝う方の家に取り付けられた補助警報装置（子機）
に連動して、光と音で火災を知らせるようになっています。
　今後、市消防本部では、問題点や課題を検討し、普及・促進に取り組みながら、高齢化社会に対応した火
災警報器のあり方について研究していきます。

■問合せ先　市消防本部　予防課　☎�055（261）0119

設置された住宅用火災警報器

うかい橋北詰め東花だん



　　
結
婚
相
談
所
を
開
催
し
ま
す
。
4
月
か

ら
金
曜
日
の
開
設
場
所
が
変
更
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
・
場
所

○
5
月
7
日（
金
）

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

春
日
居
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

○
5
月
16
日（
日
）

午
前
10
時
〜
12
時

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

（
両
日
と
も
に
受
付
は
4
時
ま
で
）

※
初
回
の
相
談
は
予
約
不
要
で
す
。

※
継
続
し
て
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、

結
婚
相
談
の
登
録
が
必
要
で
す
。

印
鑑
・
Ｌ
版
写
真
2
枚
・
独
身
証
明
書
・

身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
の

写
し
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
笛
吹
市
結
婚
相
談
員
は
、
結
婚
相
談
所

の
未
登
録
者
に
対
し
電
話
で
結
婚
適
齢

者
の
個
人
情
報
を
聞
き
だ
す
こ
と
は
行

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
電
話

が
あ
っ
て
も
、
情
報
を
提
供
し
な
い
よ

う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

市
民
活
動
支
援
課

市
民
活
動
支
援
担
当

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
消
費
者
金
融
（
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
金
融
）
な
ど
複
数
の
金
融
業
者
か

ら
お
金
を
借
り
て
お
悩
み
の
方
は
、
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
相
談
会
は
、
金
融
庁
の
多
重
債
務

問
題
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
市

が
実
施
す
る
も
の
で
す
。

▼
日
時

5
月
19
日（
水
）

受
付
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所

　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
　
2
階
会
議
室

▼
相
談
時
間
　
1
人
30
分
以
内

▼
相
談
員

　
網
倉
義
久
氏（
司
法
書
士
）

▼
持
ち
物

借
入
先
や
借
入
金
額
、
収
入
な
ど
が
わ

か
る
資
料
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
　

市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
「
ね
ん
き
ん

定
期
便
」
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
が
届
い
た
け
れ
ど
、

内
容
や
記
入
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い
方
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
・
場
所

・
５
月
19
日（
水
）

　
市
役
所
本
庁
　
3
階
会
議
室

・
6
月
16
日（
水
）

　
春
日
居
支
所
�

▼
時
間

午
前
9
時
〜
12
時�

�午
後
1
時
〜
4
時

▼
持
ち
物

ね
ん
き
ん
定
期
便
・
年
金
手
帳
な
ど

そ
の
ほ
か
参
考
に
な
り
そ
う
な
物
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

・
国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

　�

甲
府
地
方
法
務
局
で
は
、
人
権
問
題
に

つ
い
て
住
民
の
皆
さ
ん
の
相
談
に
対
応
し
、

人
権
侵
犯
事
件
の
被
害
者
の
救
済
や
人
権

尊
重
思
想
や
人
権
擁
護
制
度
の
普
及
を
図

る
た
め
、
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。

▼
日
時

　
6
月
1
日（
火
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所

八
代
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
2
階
多
目
的
ホ

ー
ル

※
秘
密
厳
守
・
予
約
等
不
要

▼
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

防災情報提供センター
携帯端末用 QR コード

差押えられた滞納者の車

　
気
象
庁
で
は
、
5
月
27
日（
木
）（
予
定
）

か
ら
、
対
象
地
域
を
よ
り
分
か
り
や
す
く

す
る
た
め
、
気
象
警
報
・
注
意
報
の
発
表

を
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

○「
笛
吹
市
」
と
明
示

　
現
在
は
、
笛
吹
市
に
災
害
発
生
の
お

そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
笛
吹
市
が
含

ま
れ
る
「
山
梨
県
」
、
「
中
・
西
部
」
、
あ

る
い
は
「
峡
東
地
域
」
に
警
報
・
注
意

報
を
発
表
し
て
い
ま
す
が
、「
笛
吹
市
」

と
明
示
し
て
発
表
し
ま
す
。

○
警
報
名
を
追
加

　
大
雨
警
報
発
表
の
際
に
は
、
特
に
警

戒
が
必
要
な
災
害
に
つ
い
て
、
「
大
雨

警
報
（
土
砂
災
害
）
」
、
「
大
雨
警
報
（
浸

水
害
）
」
の
よ
う
に
警
報
名
を
併
せ
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
放

送
さ
れ
る
大
雨
や
洪
水
な
ど
の
警
報
・

注
意
報
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
表
現

で
放
送
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
市
町
村
ご
と
の
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て

は
、
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予

定
で
す
。

○
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　h
ttp

:/
/

w
w

w
.jm

a
.g

o
.jp

/

○
国
土
交
通
省
防
災
情
報
提
供
セ
ン
タ
ー

の
携
帯
電
話
サ
イ
ト

h
ttp

:/
/

w
w

w
.m

lit.g
o

.jp
/

s
a

ig
a

i/
b

o
s
a

ijo
h

o
/

i-
in

d
e

x
.h

tm
l

▼
問
合
せ
先

甲
府
地
方
気
象
台
　
防
災
業
務
課

☎
0
5
5（
2
2
2
）
9
1
0
1

　
芦
川
町
に
あ
る
公
共
施
設
「
旧
や
す
ら

ぎ
の
家
」
が
、
休
養
施
設
「
芦
川
や
す
ら

ぎ
の
里
」
と
し
て
、
4
月
か
ら
新
た
に
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
ぜ
ひ
芦
川
の
豊
か
な
自
然
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

▼
所
在
地
　
芦
川
町
鶯
宿
4
6
6
―
1

▼
利
用
期
間
　
4
月
〜
10
月
末
ま
で

▼
部
屋
数
　
6
部
屋
（
各
部
屋
6
畳
）

▼
料
金
　

○
宿
泊
　
　
　
　
　
　
3
0
0
0
円

　
小
・
中
・
高
校
生
　
1
0
0
0
円

○
休
憩
（
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
）

　
小
学
生
以
上
　
4
0
0
円

※
食
事
は
自
炊
で
す
。
自
由
に
使
え
る
調

理
器
や
食
器
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

　
芦
川
や
す
ら
ぎ
の
里

　
☎
0
5
5（
2
9
8
）2
0
5
6

�　
笛
吹
市
と
友
好
都
市
交
流
を
行
っ
て

い
る
新
潟
県
佐
渡
市
の
あ
る
佐
渡
島
へ

の
船
の
運
賃
割
引
が
、
期
間
限
定
で
行

わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
佐
渡
島
へ
出
か
け
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
割
引
日

5
月
8
日
（
土
）
か
ら
8
月
1
日
（
日
）
ま

で
の
土
・
日
、
祝
日

▼
内
容

○
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
乗
用
車
往
復
運
賃
特
別

割
引

　（
新
潟
両
津
・
小
木
直
江
津
航
路
）

※
貨
物
車
・
バ
イ
ク
は
対
象
外
。
運
転
者
、

同
乗
者
の
運
賃
が
別
途
必
要
で
す
。

○
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
（
旅
客
用
船
舶
）

運
賃
特
別
割
引

　（
新
潟
両
津
航
路
の
み
）

▼
問
合
せ
先

・
佐
渡
市

交
通
政
策
課
　
生
活
路
線
係

☎
0
2
5
9（
6
3
）
3
1
8
4

・
笛
吹
市

　
経
営
企
画
課
　
経
営
政
策
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

　　
税
は
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
大
切
な
財

源
で
す
。
市
で
は
、
市
税
を
納
付
し
た
方

と
の
公
平
性
を
保
ち
、
滞
納
の
解
消
を
図

る
た
め
、
滞
納
整
理
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
納
期
限
ま
で
に
税
金
を
納
付
せ
ず
滞
納

す
る
と
、
本
来
納
め
る
べ
き
税
金
の
ほ
か

に
延
滞
金
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
滞
納
者
が
税
金
を
滞
納
し
た
ま
ま

放
置
す
る
と
、
法
律
に
基
づ
き
、
滞
納
者

の
意
思
に
か
か
わ
り
な
く
、
強
制
的
に
財

産
の
差
押
え
や
公
売
な
ど
の
滞
納
処
分
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
納

期
限
内
の
納
税
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

　
収
税
課
　
収
納
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

赤
十
字
運
動
月
間

―
　

日
本
赤
十
字
社
笛
吹
市
地
区
　

―

　
5
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
で
す
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



　　
「
裁
判
員
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か

ら
1
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
甲
府
地
方
・
家
庭
裁
判
所
で
は
、
5
月

1
日
（
土
）
か
ら
7
日
（
金
）
ま
で
の
「
憲
法

週
間
」
の
関
連
行
事
と
し
て
、
裁
判
員
制

度
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

5
月
17
日（
月
）

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
頃

▼
場
所
　
甲
府
地
方
裁
判
所

▼
内
容

○
基
本
的
な
制
度
や
全
国
の
実
施
状
況

○
ビ
デ
オ
上
映

○
裁
判
員
裁
判
で
使
用
す
る
法
廷
の
見
学

▼
定
員

　
約
50
人（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
方
法

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先

甲
府
地
方
裁
判
所
事
務
局

総
務
課
�

庶
務
係

　
☎
0
5
5（
2
3
5
）1
1
3
3

　
平
成
21
年
度
か
ら
、
労
働
保
険
・
一
般

搬
出
金
の
年
度
更
新
手
続
期
間
は
、
6
月

1
日
か
ら
7
月
10
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
（
た
だ
し
、
平
成
22
年
度
は
7
月
10

日
が
土
曜
日
の
た
め
、
7
月
12
日
（
月
）
ま

で
）

　
労
働
保
険
料
等
の
算
定
期
間
（
年
度
）

に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
度
更
新
の
時

期
は
、
社
会
保
険
の
算
定
基
礎
届
の
提
出

時
期
と
重
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
準
備

し
、
法
定
期
限
内
の
労
働
保
険
料
・
一
般
搬

出
金
申
告
・
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
今
後
の
予
定

○
年
度
更
新
申
告
書
発
送
　
　
�
5
月
末

○
説
明
会
開
催
　
　
　
　
　
　
6
月
上
旬

○
申
告
書
受
理
相
談
会
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
月
中
旬
以
降

　
詳
し
い
日
程
な
ど
は
、
申
告
書
に
同
封

さ
れ
る
ご
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

山
梨
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
0
5
5（
2
2
5
）2
8
5
2

甲
府
労
働
基
準
監
督
署

☎
0
5
5（
2
2
4
）
5
6
1
1

　
労
働
組
合
の
な
い
企
業
の
労
働
者
が
、「
ユ

ニ
オ
ン
」
や
「
合
同
労
組
」
の
名
称
が
付

い
た
労
働
組
合
に
加
入
し
、
解
雇
な
ど
に

つ
い
て
団
体
交
渉
を
申
し
込
ん
だ
場
合
は
、

使
用
者
は
団
体
交
渉
に
応
じ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
労
働
委
員
会
で
は
、
団
体
交
渉
が
行
き

詰
ま
っ
た
場
合
、
労
働
者
・
使
用
者
ど
ち

ら
か
の
あ
っ
せ
ん
の
申
請
を
受
け
、
そ
れ

ぞ
れ
の
主
張
や
問
題
点
を
整
理
し
て
、
紛

争
の
解
決
に
あ
た
り
ま
す
。

　
秘
密
は
厳
守
し
、
費
用
は
一
切
か
か
り

ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
先

　
山
梨
県
労
働
委
員
会

　
☎
0
5
5（
2
2
3
）1
8
2
7

　
計
量
法
の
規
定
に
よ
り
、
は
か
り
の
定

期
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
取
引
や
証
明
に
使
用
し
て
い
る
は
か

り
が
あ
れ
ば
、
必
ず
検
査
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　
検
査
を
受
け
て
い
な
い
は
か
り
を
取
引

や
証
明
に
使
用
す
る
と
、
50
万
円
以
下
の

罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

▼
日
程
・
場
所

住
所
に
関
係
な
く
、
ど
の
会
場
で
も
検

査
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
5
月
25
日（
火
）　
春
日
居
支
所

○
5
月
27
日（
木
）　
笛
吹
市
商
工
会
館

○
5
月
28
日（
金
）　
八
代
支
所

○
5
月
31
日（
月
）　
境
川
支
所

○
6
月
1
日（
火
）・
3
日（
木
）・
4
日（
金
）・

7
日（
月
）　
　
　
御
坂
西
小
体
育
館
前

○
6
月
8
日（
火
）・
10
日（
木
）・
11
日（
金
）

　
一
宮
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
6
月
14
日（
月
）

　
芦
川
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー

▼
時
間

午
前
10
時
〜
12
時

午
後
1
時
〜
3
時

（
た
だ
し
、
6
月
14
日
は
午
前
10
時
30

分
〜
12
時
・
午
後
1
時
〜
午
後
2
時
）

▼
手
数
料

検
査
に
は
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

現
金
で
お
支
払
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

・
山
梨
県
計
量
検
定
所

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）
9
1
3
0

・
市
役
所

　
観
光
商
工
課
　
商
工
労
働
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

市役所本庁舎夜間常駐警備業務委託

消防新入団員貸与品購入

中学校数学備品購入

小学校算数備品購入

データバックアップ機器等備品購入

校務用パソコン等備品購入

事務職用パソコン等備品購入

教育用パソコン等備品購入

舗装本復旧工事第7工区（石和）

市道舗装工事

境川農産物直売所改修工事

市道境川8号線改良工事

市道一宮3－65号線舗装工事

市道御坂3号線舗装改良工事

成田地内配水管布設替工事

尾山地内配水管布設工事（2工区）

下水道関連配水管布設替工事（石和2工区）

下水道管渠布設工事第25工区(石和)

境川浄水場外構工事

境川配水場外構工事

御坂体育館トイレ等改修工事

災害対策用トイレ購入

災害備蓄食糧購入

芦川農産物直売所および活性化施設業務用備品整備

公園台帳作成業務委託

八代ふるさと公園設計業務委託

舗装本復旧工事第9工区(一宮)

市之蔵水路改修工事

著名地点標識設置工事

下水道関連配水管布設替工事（石和4工区）

下水道関連配水管布設替工事（石和5工区）

市部浄水場ろ過施設改良工事

下水道管渠布設工事第15工区（石和）

下水道管渠布設工事第26工区（石和）

都市計画道路八田線他道路舗装工事

石和温泉駅前広場シェルター設置工事

かすがい東保育所解体工事

街区・画地出来形確認測量業務委託

下平井川改修工事（2工区）

中学校理科備品購入

小学校理科備品購入

市役所本庁・各支所

市内

市内

市内

市内小中学校

市内小中学校

市内小学校（6校）

八代町

境川町

境川町藤垈

一宮

御坂

御坂町成田

御坂町尾山

石和町山崎

石和町山崎

境川町小黒坂

境川町小黒坂

御坂町尾山

芦川町上芦川

八代町岡

一宮町塩田

一宮町市之蔵

境川町

石和町河内

石和町河内

石和町市部

石和町河内

石和町河内

石和町松本

石和町松本

春日居町加茂

石和町松本

石和町下平井

市内

市内

石和町東油川・
小石和・井戸・河内

石和町市部
（市役所本庁）

各支所および
関連備蓄倉庫

各支所および
関連備蓄倉庫

石和町松本・八代町
増利・八代町竹居

¥7,300,000

¥3,300,000

¥630,000

¥3,700,000

¥1,150,000

¥2,600,000

¥2,800,000

¥39,000,000

¥4,400,000

¥5,800,000

¥4,100,000

¥10,700,000

¥2,600,000

¥13,000,000

¥6,100,000

¥6,200,000

¥6,500,000

¥14,000,000

¥21,000,000

¥30,000,000

¥5,100,000

¥1,100,000

¥2,200,000

¥12,000,000

¥2,100,000

¥10,000,000

¥4,200,000

¥1,900,000

¥2,200,000

¥14,400,000

¥14,500,000

¥19,500,000

¥14,500,000

¥21,600,000

¥24,800,000

¥39,500,000

¥11,000,000

¥25,800,000

¥8,800,000

¥5,400,000

¥11,200,000

¥5,700,000

¥3,139,500

¥524,000

¥3,268,000

¥660,000

¥2,200,000

¥1,800,000

¥29,280,000

¥4,250,000

¥5,550,000

¥3,270,000

¥10,100,000

¥2,520,000

¥12,600,000

¥5,790,000

¥5,670,000

¥5,900,000

¥13,000,000

¥20,000,000

¥28,500,000

¥4,800,000

¥747,000

¥1,815,000

¥11,480,000

¥1,890,000

¥8,950,000

¥4,000,000

¥1,800,000

¥1,980,000

¥13,540,000

¥13,650,000

¥18,280,000

¥11,750,000

¥17,000,000

¥23,290,000

¥33,000,000

¥7,450,000

¥13,670,000

¥8,400,000

¥4,750,000

¥10,700,000

東八防災（株）

小沢孝教材店

（株）三枝理研

（株）ＹＳＫ　ｅ－ｃｏｍ

（株）ＹＳＫ　ｅ－ｃｏｍ

（株）日昇建設

中央舗道建設（有）

(株）中村工務店(一宮)

（株）中村工務店

（株）拓甲建設笛吹支店

（株）ＮＩＰＰＯ山梨統括事業所

(有)ツチヤ設備

（有）タナカ設備

（有）石倉興業

友愛工業（株）

風間建設（株）

（株）飯塚工業

（有）タナカ設備

三和防災（株）

東八防災（株）

（株）小林事務機

（株）ブレーンズ

（株）ブレーンズ

塩山鋪装（株）

（有）桃李

（有）笛南興業

（有）浅川住宅設備

（有）松山興業

（有）佐野工業所

（株）筒井建設

友愛工業㈱

（株）栗田工業

（株）飯塚工業

矢崎興業㈱

（株）岡工務所

初鹿科学

初鹿科学

日本システムウエア（株）
山梨ＩＴセンター

日本システムウエア（株）
山梨ＩＴセンター

太平ビルサービス（株）
甲府支店

（株）大成エンジニアリング
笛吹支店

平成22年2月4日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成22年2月4日※

〃

〃

〃

〃

〃

平成22年2月16日

平成22年2月18日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成22年2月18日※

〃

〃

〃

〃

〃

平成22年2月25日※

平成22年3月4日

〃

平成22年3月9日

〃

〃



■問合せ先　生涯学習課　生涯学習コーディネーター　☎055（261）3339

　2月の毎週金曜日に、御坂町二之宮地区では「スコ

ニティ講座（地域コミュニティ助成制度）」を活用

した「健康ヨガ教室」を開催しました。この講座は、

地域の学習力を高めるとともに、地域コミュニティ

施設を積極的に利用していただくために開催された

ものです。

　早川真白先生を講師に迎え、筋肉をほぐし、体と

心のバランスを整える事に重点をおいて指導してい

ただきました。参加者の皆さんにとって、体の能力を再確認すると共に、年齢を重ねながらも

健康を維持する事の大切さと向き合う時間になったのではないかと思います。

　参加者からは「楽しく健康づくりができた」、「体がすっきりした」など多くの声をいただき、

有意義な教室になりました。その後も自主的にヨガを続けている方もいます。

　今後も、より多くの地区に「スコニティ講座」を活用していただけるよう支援していきたい

と思います。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
、
釈
迦

堂
で
ど
ぐ
う
作
り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

　
５
月
４
日（
火
）・
５
日（
水
）

　
①
10
時
〜�

�②
14
時
〜

■
定
員

　
各
30
人
（
要
事
前
申
込
）

■
材
料
費

　
２
０
０
円

　
コ
ハ
ク
で
ま
が
玉
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

キ
ラ
リ
と
光
る
手
作
り
ア
ク
セ
サ
リ

ー
は
、
自
分
だ
け
の
宝
物
で
す
。

■
日
時

　
５
月
15
日（
土
）

　
①
10
時
〜�

�②
14
時
〜

■
定
員

　
各
回
30
人
（
要
事
前
申
込
）

■
材
料
費
　
８
０
０
円

　
体
中
に
響
く
力
強
い
和
太
鼓
の
響

き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
５
月
22
日（
土
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら
午
前
11
時
30
分

■
参
加
費
　
無
料

　
愛
ら
し
い
表
情
に
込
め
ら
れ
た
、

縄
文
時
代
の
人
々
の
祈
り
に
触
れ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
５
月
31
日（
月
）ま
で

　
市
内
在
住
の
小
学
生
は
、「
利
用
券
」

を
提
示
し
て
い
た
だ
く
と
、
本
人
と

同
伴
の
家
族
が
入
館
無
料
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
釈
迦
堂
を
楽
し
く
ご
利
用

い
た
だ
き
な
が
ら
応
援
し
て
く
だ
さ

る
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
（
年
会
費
１

０
０
０
円
）
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
釈
迦
堂
を
お
気
に
入
り
の
場
所
と

し
て
、
楽
し
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
開
館
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

○
休
館
日

火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日

（
土
日
は
除
く
）

■
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
２
０
０
円

　
小
中
高
生
　
　
　
１
０
０
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）３
３
３
３

　
最
近
、
河
川
へ
の
油
流
出
や
農

薬
を
川
に
流
す
な
ど
、
水
質
汚
濁

に
よ
る
苦
情
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　
河
川
の
水
は
、
畑
や
池
な
ど
で
利
用
し

て
い
る
方
も
い
る
の
で
、
水
が
汚
れ
て
い

る
と
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　
使
用
し
た
食
用
油
は
、
捨
て
ず
に
リ
サ

イ
ク
ル
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
、
廃
食
油
の
回
収
を
ご
み
減
量

課
・
各
支
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。
廃
食
油

は
、
軽
油
の
代
替
燃
料
と
し
て
Ｂ
Ｄ
Ｆ
（
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
）
に
リ
サ
イ
ク
ル

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
賞
味
期
限
切
れ
の
油

も
回
収
し
て
い
ま
す
。

　
き
れ
い
な
河
川
を
私
た
ち
の
手
で
守
り
、

次
世
代
に
受
け
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　マイクロチップは、注射で簡単に装着できます。

もし迷子になってしまったらその日のうちに連絡を!

■�問合せ先

・県峡東保健所　　　　　　　　　☎�0553（20）2751

・市役所　ごみ減量課　　　　　　☎�055（261）2044

・山梨県動物愛護指導センター　　☎�055（273）5034

※県峡東保健所のホームページに迷子犬の情報を掲載

　しています。

　　　　　　　　　��○いつもきれいなお水はありますか　　○犬小屋はきれいにしてありますか

　　　　　　　　　��○散歩に連れて行ってあげていますか　○暑さ寒さ対策はできていますか

■
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
と
な
る
も
の

紙
マ
ー
ク
の
あ
る
包
装
容
器
や
汚
れ
て

い
な
い
紙
類

（
主
に
封
筒
・
チ
ラ
シ
・

コ
ピ
ー
用
紙
・
フ
ァ

イ
ル
・
習
字
紙
・
レ

シ
ー
ト
・
お
菓
子
の

小
箱
・
た
ば
こ
の
箱
・

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯
・
ノ
ー
ト
・

カ
レ
ン
ダ
ー
・
包
装
紙
・
紙
袋
・
紙
コ

ッ
プ
な
ど
）

■
リ
サ
イ
ク
ル
に
出
す
際
は
・
・
・

紙
袋
ま
た
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
に
入
れ
て
、

地
域
の
指
定
場
所
に
時
間
を
守
っ
て
出

し
ま
し
ょ
う
。

　
次
回
は
、
資
源
物
の
分
別
、
出
し
方
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。



　
３
月

25
日
、
か
す
が
い
東
保
育

所
に
お
い
て
、
「
保
育
所
竣
工
開
所

式
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
旧
園
舎
が
老
朽
化
し
た
た
め
、
別

棟
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て
き
た
新
園

舎
が
完
成
。
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く

快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
保
育
室

以
外
に
も
、
図
書
コ
ー
ナ
ー
や
遊
戯

室
、
広
い
園
庭
な
ど
も
設
け
ら
れ
ま

し
た
。

新しくなったかすがい東保育所

　
３
月
５
日
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

で
、
市
民
講
座
（
ス
コ
レ
ー
大
学
）

特
別
講
演
「
甲
州
弁
は
く
ら
し
や
歴

史
の
宝
も
の
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
こ
と
ば
」
の
第
一
人
者
小
林
是

綱
（
ぜ
こ
う
）
氏
が
、
分
か
り
や
す

く
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
、
峡
東

地
域
に
伝
わ
る
方
言
の
特
徴
や
歴
史

に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　
一
宮
町
の
甲
州
弁
ラ
ッ
プ
グ
ル
ー

プ
「
ス
テ
ィ
ル
イ
チ
ミ
ヤ
」
の
ラ
イ

ブ
も
あ
り
、
来
場
者
は
甲
州
弁
の
面

白
さ
を
音
楽
で
堪
能
し
ま
し
た
。

「スコレー大学」の名付け親でもある小林氏

　
３
月
27
日
、
境
川
総
合
会
館
で
、

生
涯
学
習
課
・
境
川
図
書
室
共
催
、

境
川
町
文
化
協
会
俳
句
部
の
協
力
に

よ
る
「
俳
句
の
里�

境
川�

飯
田
龍
太

を
し
の
ぶ
」
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
県
立
文
学
館
館
長
で
あ
る
近
藤
信

行
氏
が
「
井
伏
鱒
二
と
飯
田
龍
太
」

と
題
し
て
講
演
し
、
ま
た
、
飯
田
家

の
厚
意
に
よ
り
、
当
日
は
特
別
に
飯

田
蛇
笏
（
だ
こ
つ
）
・
龍
太
の
生
家

で
あ
る
「
山
廬
（
さ
ん
ろ
）
」
の
見

学
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

来場者が聞き入った近藤氏の講演

本への思いを語る　村深月さん

　
３
月

20
日
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ

ー
で
、
石
和
図
書
館
主
催
に
よ
る
「
　

村
深
月
氏
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
　
村
さ
ん
は
旧
石
和

町
出
身
の
作
家
で
、
著
書
「
ゼ
ロ
、

ハ
チ
、
ゼ
ロ
、
ナ
ナ
」
が
第
１
４
２

回
直
木
賞
候
補
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
　
村
さ
ん
は
、
「
本
と
い
う
の
は
、

読
ま
な
く
て
も
済
む
け
れ
ど
、
読
ま

な
い
と
き
っ
と
損
を
し
て
し
ま
う
」
、

「
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、

い
ろ
い
ろ
な
人
の
話
を
聞
く
事
で
、

そ
の
体
験
を
私
自
身
が
本
を
書
く
こ

と
に
生
か
せ
て
い
る
」
と
語
り
、
会

場
に
集
ま
っ
た
同
世
代
の
人
た
ち
や

作
家
を
目
指
す
フ
ァ
ン
に
エ
ー
ル
を

送
り
ま
し
た
。

　
３
月

12
日
、
石
和
北
小
学
校
体

育
館
に
お
い
て
、
同
小
学
校
に
対
し

消
防
長
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
月

25
日
に
発
生
し
た
同
校
に

隣
接
す
る
家
屋
の
建
物
火
災
を
教
師

や
児
童
が
発
見
し
、
１
１
９
番
通
報
、

避
難
誘
導
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
行
動
が
、
児
童
を
教
育
す
る

現
場
の
災
害
対
応
の
手
本
と
な
る
も

の
と
し
て
、
今
回
の
表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

赤岡直人校長に表彰状を贈呈

　
３
月

25
日
、
市
消
防
本
部
に
お

い
て
、
市
消
防
本
部
消
防
長
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
の
は
、
富
田
稔
さ
ん

（
御
坂
町
）
と
野
澤
一
朋
さ
ん
（
石

和
町
）。

　
２
人
は
、
１
月

22
日
に
石
和
町

窪
中
島
地
区
で
発
生
し
た
建
物
火
災

の
初
期
消
火
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

行
動
が
火
災
被
害
の
軽
減
に
つ
な
が

っ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
表
彰
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

表彰状を手にする富田さん（左）と野澤さん

　
２
月
５
日
、
笛
吹
交
通
安
全
協
会

（
三
枝
力
会
長
）
の
代
表
３
人
が
市

役
所
を
訪
れ
、
児
童
用
の
傘
と
ラ
ン

ド
セ
ル
カ
バ
ー
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
こ
の
傘
と
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
は
、

４
月
に
入
学
す
る
市
内
小
学
校
児
童

全
員
に
配
ら
れ
ま
す
。

寄贈された傘とランドセルカバー 三枝会長から荻野市長に目録が手渡されました

　
４
月
８
日
、
山
梨
園
芸
高
校
体
育

館
で
、
笛
吹
高
校
の
開
校
式
と
入
学

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
開
校
式
で
は
、
笛
吹
の
地
に
若
者

が
大
勢
集
い
、
大
き
な
実
を
付
け
て

ほ
し
い
と
の
願
い
か
ら
、
桃
の
花
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
校
章
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
入
学
式
で
は
、
新
入
生
代

表
と
し
て
、
米
山
葵
さ
ん
が
笛
吹
高

校
第
１
期
生
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り

を
宣
誓
し
ま
し
た
。

校旗樹立



●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

　
5
月
13
日（
木
）・
27
日（
木
）

　
午
前
11
時
か
ら

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

5
月
20
日（
木
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

5
月
1
日（
土
）・
8
日（
土
）・
15
日（
土
）・

22
日（
土
）・
29
日（
土
）

午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分

午
後
の
部
　
2
時
〜
2
時
30
分

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

　
5
月
11
日（
火
）・
25
日（
火
）

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

（
こ
の
日
以
外
に
も
要
望
が
あ
れ
ば

本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
）

●
楽
蔵
お
は
な
し
会
ス
ペ
シ
ャ
ル

�
�（

お
話
・
工
作
・
映
画
会
）

　
5
月
1
日（
土
）午
後
2
時
〜
3
時

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム
（
大
人
の
た
め
の
い

や
し
の
時
間
）

　
5
月
21
日（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

　
5
月
12
日（
水
）午
前
11
時
か
ら

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン

　
5
月
19
日（
水
）午
前
11
時
か
ら

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　
5
月
8
日（
土
）午
後
2
時
か
ら

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル

　
〜
お
は
な
し
会
〜

5
月
2
日（
日
）・
9
日（
日
）・
23
日（
日
）・

30
日（
日
）

午
後
2
時
か
ら

●
プ
レ
マ
マ
　
〜
マ
タ
ニ
テ
ィ
支
援
〜

　
5
月
14
日（
金
）・
28
日（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
わ
か
ば
の
お
は
な
し
会

　
5
月
16
日（
日
）午
後
2
時
か
ら

●
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル

　
5
月
5
日（
水
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会

　
5
月
8
日（
土
）午
後
1
時
30
分
か
ら

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

　
5
月
12
日（
水
）・
19
日（
水
）・
26
日（
水
）

　
午
前
11
時
か
ら

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

5
月
1
日（
土
）午
後
2
時
か
ら

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
）�

●
お
は
な
し
の
へ
や�

も
も

�
�（

乳
幼
児
向
け
）

5
月
11
日（
火
）・
25
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

�
�（

小
学
生
向
け
）
�

　
5
月
8
日
（
土
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

5
月
15
日（
土
）
�

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
の
へ
や�

さ
く
ら
ん
ぼ
ス

ペ
シ
ャ
ル
�

5
月
22
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民

館
ま
つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
施
設
・
病
院
な
ど
に
出
向
き
、

年
配
の
方
々
に
も
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
要
望
が
あ
れ
ば
随
時

出
前
お
は
な
し
会
を
行
い
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け

に
な
り
た
い
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ
先

石
和
図
書
館（
担
当
�

雨
宮
）

☎
0
5
5（
2
6
2
）
5
9
5
9

℡
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
９
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０

平
日（
火
・
木
）／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

平
日（
水
・
金
）･

土･

日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４

平
日
・
土
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３

平
日
・
土
・
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３

月
・
火
・
木
・
金
／
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

★
石
和
図
書
館

6
日
（
木
）・
10
日
（
月
）・
17
日
（
月
）・

24
日（
月
）・
31
日（
月
）

★
御
坂
図
書
館

6
日
（
木
）・
12
日
（
水
）・
19
日
（
水
）・

26
日（
水
）・
31
日（
月
）

★
一
宮
図
書
館

3
日
（
月
）・
10
日
（
月
）・
17
日
（
月
）・

24
日（
月
）・
31
日（
月
）

★
八
代
図
書
館

3
日
（
月
）・
4
日
（
火
）・
5
日
（
水
）・

10
日
（
月
）・
17
日
（
月
）・
24
日
（
月
）・

31
日（
月
）

★
境
川
図
書
室

2
日
（
日
）・
3
日
（
月
）・
4
日
（
火
）・

5
日
（
水
）・
9
日
（
日
）・
16
日
（
日
）・

23
日（
日
）・
30
日（
日
）

★
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

6
日
（
木
）・
10
日
（
月
）・
17
日
（
月
）・

24
日（
月
）・
31
日（
月
）



▼「一期一会」―�広報紙を担当した3
年間は、まさにその言葉どおりでした。

市部通りを練り歩くみこし行列と見物客、タイムカプセル
の思い出を話してくれた方、マラソン大会のランナー、ケ
ヤキの森や藤垈の滝で出会った家族連れ、魚をつかみ捕り
した男の子、そば打ち体験を楽しんでいた方たち…。数え
切れない出会いは私の宝物です。この4月に異動が決まり、
後任にバトンタッチします。３年間ありがとうございまし
た。これからも広報ふえふきをよろしくお願いします。（H）

　芦川の源流域には、全国的にも珍しい「にほんす

ずらん」の群生地があり、県の自然記念物にも指定

されています。白樺林のさわやかな空気を感じなが

ら、かわいいすずらんの花を探してみませんか。�

■期　間　５月28日（金）～30日（日）

　　　　　午前９時～午後４時

■場　所　すずらん群生地大駐車場　特設テント村

■日　時　５月28日（金）～30日（日）

　　　　　午前10時から

■場　所　田舎体験おてんぐさん�

■参加費　1,400円　※前日までに予約してください。

■申込・問合せ先　市営すずらんの里

　　　　　　　　　「田舎体験おてんぐさん」

　☎�055（298）2833��または��☎�055（298）2603
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